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株式会社東京天竜で管理栄養士として勤務を始め
９年目を迎えるという服部さんには、目標とする
人がいるのだそうです。

仕事内容を教えてください。
本社の栄養衛生課で、約200件の事業所の衛生巡回や
清掃状況の確認、献立作成などを主な業務としていま
す。入社３年目の頃に、病院勤務でメディカル給食の
業務にも従事したことがあります。今は子どもを育て
ながら時短勤務で勤めています。

栄養士になったきっかけは？
母が栄養士で、母のようになりたいと思ったことがき
っかけです。何を作ってもご飯が上手でおいしくて、
私の理想なんです。母の料理を超えたいなと思って、
目指しました。
２年前に出産のため富山の実家に帰って久しぶりに母
の料理を食べたんですが、まだ全然かなわないなと思
いました（笑）。料理の知識が豊富で、私が思いつか
ないような味付けやアレンジの引き出しがたくさんあ

って。バリエーションの幅が広く、山菜の調理方法
など学校で学べないことも、母からたくさん教わりま
した。

仕事をする上で心がけていることは？
「食に真心を込めて」という社是があり、私はその真
心を込めた食事を楽しく食べてもらいたいなと思っ
て、日々の業務に臨んでいます。麺類の提供など利
用者さんの好みに応じたものを提供できるようにと
常に考えています。特に行事食の献立づくりなどは、
またみんなと一緒にやりたいなと思います。自分た
ちで考えたものが形になり、利用者さんがおいしい
と喜んでくださるので、やりがいがあるんです。

プライベート、お仕事それぞれの今後の目標は？
コロナ禍が落ち着いたら、娘にマスクのない世界を
見せてあげたいですね。一緒に温泉
など、少し遠くに出かけたいです。
仕事では、医療施設の受託件数
を増やすこと。そのためにも
メディカル給食の知識をも
つ従業員がもっと必要なの
で、これからも育成に力
を入れていきたいです。

表紙の人 インタビュー

株式会社東京天竜
管理栄養士

服
はっとり

部　莉
ま り な

奈 さん（入社９年目）

［特集１］第43回フード・ケータリングショー　健康・食事相談感想文 ……………………………… 3

［特集２］第43回フード・ケータリングショー　協会セミナー情報 ……………………………………… 7



巻
頭
言

２
０
２
１
年
4
月
1
日
に
、
当
協
会
の

監
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
一
冨
士
フ

ー
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
大
西
で
ご
ざ

い
ま
す
。
少
し
で
も
協
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
一
生
懸
命
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界

を
席
巻
し
、
2
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り

ま
す
。
会
社
の
経
営
を
担
う
立
場
と
し
ま

し
て
は
、社
員
の
生
活
保
障
と
安
全
の
確
保
、

一
方
で
は
事
業
を
継
続
し
続
け
る
こ
と
、

こ
の
両
輪
を
行
う
難
し
さ
を
、
身
を
も
っ

て
経
験
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
き
ま
し
て
は
、

医
療
従
事
者
の
皆
様
方
の
お
陰
で
、
多
く

の
患
者
様
が
治
療
、
療
養
す
る
こ
と
が
出

来
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
そ
の
使
命
感
と

行
動
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。
我
々

は
そ
の
一
端
を
担
う
給
食
事
業
者
と
し

て
、
社
会
に
欠
か
せ
な
い
業
務
を
行
っ
て

い
る
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
今
後
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
感
染
爆
発
や
、
地
震
、

大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
時
に
お
い
て
も
、

食
事
提
供
で
き
る
万
全
な
体
制
の
整
備
が

急
務
で
あ
る
こ
と
を
、
痛
切
に
感
じ
て
い

る
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
先
行
き
不
透
明
な
環
境

下
、
事
業
を
継
続
し
続
け
る
取
り
組
み
、

ま
た
多
様
な
人
材
が
生
き
生
き
と
働
け
る

職
場
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
我
が

社
で
は
全
国
に
5
か
所
、
障
が
い
者
の
社

員
に
よ
る
農
園
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
昨
年
新
た
に
開
園
し
た
「
京

都
山
城
フ
ァ
ー
ム
」
に
て
私
が
経
験
し
た

こ
と
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
京
都
山
城
フ
ァ
ー
ム
」
は
、
京
都
府

木
津
川
市
の
耕
作
放
棄
地
を
借
り
、
自
分

た
ち
で
一
か
ら
立
ち
上
げ
た
農
園
で
あ
り

ま
す
。
水
耕
栽
培
で
、
主
に
葉
物
野
菜
を

栽
培
す
る
農
園
で
す
。
農
地
を
借
り
る
経

験
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
木
津
川
市

の
農
業
委
員
会
や
土
木
事
務
所
、
土
地
改

良
区
等
に
ご
助
言
、
ご
協
力
を
賜
り
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
設
置
間
も
な
く
大

雨
の
被
害
に
遭
い
、
水
耕
栽
培
装
置
の
設

置
が
で
き
ず
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

当
初
の
予
定
よ
り
4
か
月
遅
れ
て
昨
年
10

月
に
無
事
開
園
と
な
り
ま
し
た
。
障
が
い

者
の
方
々
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
農
園
が

Ｊ
Ｒ
沿
線
で
駅
か
ら
近
い
こ
と
も
あ
り
、

近
隣
の
自
治
体
や
、障
が
い
者
支
援
団
体
、

支
援
学
校
か
ら
見
学
や
実
習
の
依
頼
が
多

数
あ
り
、
す
ぐ
に
定
員
の
10
名
に
達
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
雇
用
し
た
社
員
の

中
に
は
、
農
業
大
学
校
卒
業
者
や
、
野
菜

の
栽
培
に
関
心
を
も
つ
者
が
お
り
、
そ
の

メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
栽
培
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
水
菜
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
小
松

菜
等
の
葉
物
野
菜
の
種
付
か
ら
定
植
、
そ

の
後
毎
日
の
温
度
管
理
や
成
育
状
況
等
の

記
録
を
入
念
に
行
い
、
1
か
月
後
の
11
月

に
初
め
て
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
私
が

収
穫
2
日
目
に
農
園
見
学
に
行
き
ま
し
た

と
こ
ろ
、従
事
す
る
障
が
い
者
の
社
員
が
、

野
菜
が
で
き
る
ま
で
の
作
業
工
程
や
、
温

度
管
理
の
方
法
な
ど
こ
と
細
か
く
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
今
日
は
１
０
３
パ
ッ

ク
収
穫
で
き
ま
し
た
。
近
隣
の
給
食
事
業

所
や
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
し
ま
し
た
。」
と
、

そ
の
顔
は
満
面
の
笑
顔
で
し
た
。

社
員
と
初
め
て
面
談
し
た
の
は
農
園
を

開
始
す
る
前
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
時

は
、
人
見
知
り
す
る
よ
う
な
印
象
の
あ
っ

た
社
員
も
、
5
か
月
が
経
過
し
、
明
る
く

積
極
的
に
応
対
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
表
情
は
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
種
か
ら
育
て
た
野
菜
が
収
穫

で
き
、
商
品
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
自
分
た

ち
の
仕
事
が
社
会
に
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
当
日
来
ら
れ
て
い
た
支
援
学

大
西　

博
史

一
冨
士
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長

多
様
な
人
材
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
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校
の
先
生
や
実
習
生
も
一
緒
に
な
り
、
喜

び
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
、「
京
都
山
城
フ
ァ
ー
ム
」
を

立
ち
上
げ
て
よ
か
っ
た
と
安
堵
し
ま
し
た
。

今
で
は
近
隣
の
方
々
や
、
支
援
学
校
、

障
が
い
者
団
体
の
方
々
が
見
学
に
来
ら

れ
、
農
園
の
社
員
た
ち
は
応
対
に
日
々
忙

し
く
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
し
た

野
菜
は
、
当
社
の
事
業
所
、
近
隣
レ
ス
ト

ラ
ン
の
注
文
で
完
売
し
て
お
り
、
今
で
は

新
し
い
野
菜
の
栽
培
に
挑
戦
す
る
な
ど
、

充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
勤

務
す
る
社
員
の
働
き
が
い
を
見
つ
け
ら

れ
、
社
会
に
も
役
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の

笑
顔
は
経
営
者
に
と
っ
て
、
何
も
の
に
も

代
え
が
た
い
も
の
と
実
感
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
明
る
い
話
題
が
少
な
い
頃
で
し

た
の
で
、
社
員
の
満
面
の
笑
顔
を
見
て
、

設
立
ま
で
の
苦
労
と
コ
ロ
ナ
で
の
暗
い
思

い
が
報
わ
れ
ま
し
た
。

我
々
の
給
食
事
業
は
、
人
々
の
成
長
と

健
康
を
食
で
支
え
る
重
要
な
生
業
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
自
社
で
野
菜
を
生
産
し
、
地
場
の
食

材
を
提
供
す
る
。
そ
こ
に
は
雇
用
が
生
ま

れ
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
今
世
界
で
の

共
通
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、我
々

給
食
事
業
者
が
果
た
す
べ
き
使
命
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
お
客
様
の
施
設
形
態
や
ご

要
望
に
合
わ
せ
た
食
事
提
供
を
行
い
、
毎

日
の
食
事
が
楽
し
み
だ
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
安
全
安
心
を
第
一
に
精
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

社
員
が
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
多
様
な
人

材
が
生
き
生
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
、
こ
れ
も
同
時
に
大
事
な

こ
と
と
考
え
ま
す
。
お
客
様
と
社
員
に
愛

さ
れ
る
会
社
を
、
我
が
社
は
こ
れ
か
ら
も

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

給
食
業
界
に
と
っ
て
今
後
良
い
未
来
を

切
り
拓
く
た
め
に
も
、
微
力
な
が
ら
、
協

会
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
力
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 社員の成長と共に農園も発展
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第43回 フード・ケータリングショー

健康・食事相談感想文
「国際ホテル・レストランショー」「フード・ケータリングショー」「厨
房設備機器展」の３展示会が（一社）日本能率協会の主催で、東京ビッ
クサイト東展示棟１～６ホール、８ホールで行われました。新型コロ
ナウイルス感染症、オミクロン株による13都県でまん延防止法が発令
し、行動制限が実施されている期間でしたが感染症対策を遵守しなが
ら開催され、当協会も主催団体の一員として2022年２月15日（火）～
18日（金）まで参加しました。
今年のフード・ケータリングショーも感染拡大の収まりが見えず不
安視される日々でしたが、３密を回避しながらの開催となりました。
展示ブースでは今年も能率協会からの強い要望を受け、「管理栄養士・
栄養士による健康食事相談コーナー」を（公社）日本給食サービス協会、
（一社）日本弁当サービス協会と一体化したスペースで、“健康と食の
マルシェ”をサブテーマに掲げて実施。来場者と接触する健康機器を
変更し、肌年齢測定器・ヘモグロビン量測定器・血管年齢・ストレス
測定器を駆使し、関東信越支部栄養士委員会の幹事を中心に、体温測定、
手指消毒の徹底を図りながら、協会職員全員の協力のもと、来場者の
皆様に対応いたしました。

血管年齢・ストレス測定では「私はまだ若かったんだ。」とか、「食
事生活、日常生活を変えないと駄目だって」という会話が漏れ聞こえ
るなど、一喜一憂する来場者の皆さんの姿がありました。
当協会には351名（昨年：398名)の来場者からアンケートの回答を
得られました。今回の３展示会の入場者は28,328名（昨年：24,196名）
と昨年同様に各出展会社のブースを廻る方はまばらで、運営側の人員
が多く感じられる状況で、寂しさがありました。
また、当協会主催の給食セミナーでは、昨年度から今年度まで２か
年度で実施した「産業別高齢者雇用推進ガイドライン」の実態調査報
告を座長の淑徳大学　総合福祉学部　結城康博教授に特別講演をお願
いし、集計業務を委託した株式会社ぎょうせい　臼井　淳主任研究員
に説明報告をいただきました。
座長の結城康博教授が行った特別講演「高齢者雇用・継続が人材確
保の切り札」の演題の概容については「セミナー報告」として掲載し
ております。
新型コロナウイルス感染症の対策により事前登録が義務づけられて
いましたが、当日は22名の方に聴講いただき、今後の取り組みについ
てのアドバイスとなりました。
この度のフード・ケータリングショーへの各社のご協力に感謝申し
上げ、当日ご協力いただいた相談員の感想を掲載します。

特集
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佐藤　りな

フードケータリングショーではお世話になりました。
ブース関係者の皆様はとても温かく親切な方々で、楽しく
お仕事させていただきました。ありがとうございました。
今回ブースで行っていた検査では、ストレス測定と血管年
齢に興味を持っていた方が多いように感じました。
診断結果を見て「やったー！！」と自身をつける方。
「まずいな…気をつけなきゃ…」とハッとする方。
自分の体についてはやはり皆様興味関心があるんだなぁ。
と思いました。
血管年齢も肌年齢もストレス測定もヘモグロビン測定も普
段は目に見えないので気にすることも少ないですが、こう
やって数値として目に見えるととても現実的なものになるの
で、とても良い企画だったと思います。
私自身も健康、そして食事の大切さについて改めて考える
良い機会となりました。
また機会ありましたら、ぜひお手伝いさせていただきたい
です。
ありがとうございました。

富士産業株式会社  経営推進本部　竹原布美子

　今年も昨年に続きコロナ禍での開催となりました。
　第５波の新規感染者数が落ち着き始めた昨年の秋から、今
年の準備が始まりました。開催時期には感染状況がどのよう
になっているのか、不安の中での準備スタートです。まずは、
毎年好評の「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コー
ナー」の測定機器の選定からです。今年も感染拡大の鎮静化
が見えにくいことから昨年と同様に人との接触は避けた方が
いいと、関東信越支部栄養士会幹事の総意のもと機器の選定
に入りました。数有る健康機器の中から、コロナ禍でのマス
ク生活で気になっている「お肌の状態測定」、毎年好評の「血
管年齢・ストレスチェック」、簡単に測定でき食事との関連
もある「ヘモグロビン量測定」の３機器を選定いたしました。
　会場はマルシェをイメージしたレイアウトになっており明
るいブースとなりました。
　例年ですと全国の会員企業の管理栄養士・栄養士の方々に
健康機器の測定と食事相談を担当していただいていたのです
が、感染状況などから今年も昨年同様、協会スタッフの方々
と関東信越支部の栄養士委員会幹事が担当いたしました。
　会場は、コロナ禍の社会に少しずつ順応してきたのか出店
ブースが昨年よりも盛況があったように感じました。協会の
ブースにお越しいただいた方々には「肌年齢測定」は人気で
あり、特に男性の方が興味を持たれていました。みなさん測
定結果に一喜一憂され、中には「昨日もパックしたのにどう
いうこと」と肩を落とされていた若い男性の姿も。また、「ヘ
モグロビン量の測定」が指１本で簡単に測定できることに驚
かれておりました。来場者の中には、「今年は骨密度ないの？
毎年測定しに来ているんだけど」と毎年協会ブースを楽しみ
にされている方もありました。
　オミクロン株感染拡大の中ではありましたが４日間、無事
に終えることができ、安堵いたしました。感染拡大の山を繰
り返し、次々と現れてくる新株の感染に心配は尽きることは
ありませんが、会員企業の管理栄養士・栄養士の方々が普段
とは違う場所、また同業他社の方々に触れお互いが刺激を受
ける機会となっているこのフードケイタリングショーが来年
は安心して開催され会員各社の管理栄養士・栄養士の方々が
参加できることを願っております。
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五十嵐　洋子

まず初めに、なんと言っても一緒に働かせていただいた
ブースで、対応してくださった社員の方々がとても良い方々
で楽しく働くことができました。
今回、同じ血管年齢担当で初めて会った、りなさんとゆき
なさんとの３人で協力しあい、息ピッタリで、初めてあった
気がしないくらいでした。
お客様方の反応もご自身の肌年齢、ヘモグロビン、血管年齢
を測ることに皆さん個々の思いで楽しんでいただけてました。
ノベルティのアルコール消毒スプレー付きのボールペン
に、もらって嬉しいというお声や、「こんなのがあるんだね！」
とびっくりする方も居てとても反応が良かったです。
私も測定させてもらったのですが、特に肌年齢について、
測定前は知りたいけど知りたくない複雑な気持ちでしたが、
きちんと測定し今の状態が知ることができて嬉しかったです。
また、バックヤードでは、おいしいお弁当やお味噌汁、そ
してお茶菓子もいただきありがとうございました。
測定結果の説明をお客様にすることで私自身の健康に対す
る意識も高くなりました。
血管年齢がちょっと高かったのでこれからも健康に気をつ
けていこうと思いました。
また出展する際は是非お手伝いさせていただきたいと思い
ました。
この度は楽しくお仕事をさせていただきありがとうござい
ました。

日本メディカル給食協会　寺内　佑太

　今年の協会のブースは昨年同様相談員の人数を絞って
の開催になりました。
前回は歩行測定、体力測定（垂直飛び・全身の反射測定）
といった今までとは違う内容でしたが、開催を行う場所が
例年と同じになり、血管年齢ストレス測定、ヘモグロビン、
肌年齢といった項目になり安心した半面、来場者の人数は
例年通りまでは戻らず、いつになれば新型コロナの状況が
落ち着くのか残念な気持ちになりました。
　測定していただいた方とお話する機会があり「来年も
またどうぞ」と声をかけましたが「この状況なので来年は
来るのが難しい」とおっしゃられることもあり、寂しい気
持ちになり、なおさらこの状況が早く終わってくれること
を願いました。
　今回も特に大きなトラブルも無くスムーズに運営を行
うことができましたが、来年はより良いものができるよう
努力していきたいと思います。
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日本メディカル給食協会　植田　貴大

日本メディカル給食協会職員の植田と申します。２度目の参加をさせて
いただきました。
コロナ禍ではありますが、お客様の笑顔が見たかったので気合を入れて
臨みました。集合時間の40分前に到着をして準備万端…と思いきや、去
年着たはずの白衣のボタンの付け方を忘れており、非常に恥ずかしい思い
をしました。
今年も気合がから回っていたようです…
今年の担当は【ヘモグロビン測定】でした。ヘモグロビン量を測ること
で、鉄分が足りているのかがわかる機械です。
ご来場いただいたお客様からは、「この機械で何がわかるんですか？」「数
値が低いとまずいですか？」など様々な質問をいただきました。
「社会情勢が暗くなりがちのため、お客様も心配になっているのかな」
と感じましたので、できるだけ安心してもらえるように笑顔で接すること
を心がけました。
その中でとても思い入れのある出来事が１つありました。
それはヘモグロビン測定に来たあるお客様の出来事でした。
そのお客様は「最近いいことがないし体調も悪いんだよね。」と落ち込
んだ様子で私に話しかけてくださいました。そしてヘモグロビン検査を行
いました。
画面の機械の結果を見るや否や笑顔で顔をあげて「やったよ！生きてれ
ばいいことあるなあ！」と大喜びで私に微笑みかけてくださいました。
ご時世は【不要不急に人と会ってはならない】というものなので、仕方
がないと思いますが、そんな中でも誰かの力になれたかもしれない。
そんな貴重な経験ができたフードケイタリングショーでした。
業務の反省が１点あります。お客様が増えてきた際に焦ってしまい、ヘ
モグロビン測定が遅れてしまい、並んでいたお客様を待たせてしまったこ
とです。
急いでいる時こそ、落ち着いて目の前の業務に向き合うこと。この教訓
を今後の業務では生かして参りたいと思います。
最後に、困ったときに優しく手を差し伸べてくださったスタッフの皆さ
んにこの場を借りてお礼を述べさせていただきたいと思います。
本当に助かりました、ありがとうございました。

笑食快膳   6

健康・食事相談感想文特集
1



１　

新
成
人
１
２
０
万
人

２
０
２
１
年
12
月
31
日
に
総
務
省
が
発

表
し
た
現
在
の
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、
２

０
２
２
年
1
月
1
日
時
の
新
成
人
を
迎
え

る
人
口
が
前
年
か
ら
4
万
人
減
っ
て
１
２

０
万
人
と
な
っ
て
い
る
。読
者
の
中
に
も
、

孫
、
息
子
も
し
く
は
娘
さ
ん
が
、
今
年
、

1
月
9
日
（
日
）
あ
た
り
に
成
人
式
を
迎

え
た
方
も
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
新
成
人
の
推
移
を
見
る
限
り

人
口
減
少
社
会
の
現
実
を
理
解
で
き
る
。

１
９
９
５
年
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
成
人

式
を
迎
え
た
２
０
１
万
を
境
に
減
少
傾
向

で
あ
る
（
図
を
参
照
）。

し
か
も
、
２
０
２
１
年
出
生
数
が
約
80

万
5
千
人
で
あ
り
、
20
年
後
の
成
人
式
は

約
80
万
人
と
な
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
今
後
、
親
戚
の
成
人
式
に
立
ち

会
え
る
人
も
減
少
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。

２　

調
理
業
界
は
労
働
市
場

で
不
利

今
後
の
会
社
経
営
者
に
と
っ
て
、
最
大

の
課
題
は
従
業
員
の
確
保
・
定
着
で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て

は
、
20
代
、
30
代
の
従
業
員
の
確
保
・
定

着
は
事
業
継
続
に
お
い
て
も
経
営
戦
力
に

お
け
る
鍵
と
な
る
。

特
に
、他
産
業
の
職
種
と
比
較
し
て「
調

理
」
業
務
は
、
非
常
に
不
人
気
の
業
種
で

あ
る
。
立
ち
仕
事
で
あ
り
、
給
与
面
な
ど

労
働
市
場
に
お
い
て
は
有
利
と
は
い
え
な

い
。
そ
の
意
味
で
は
、
減
少
傾
向
で
あ
る

20
代
、
30
代
の
従
業
員
確
保
・
定
着
に
お

い
て
は
、
調
理
業
界
は
厳
し
い
こ
と
は
明

ら
か
だ
。

３
．
高
齢
者
雇
用
に
活
路
を

見
出
す

そ
こ
で
、
政
府
が
推
し
進
め
て
い
る
高

齢
者
雇
用
の
促
進
策
に
活
路
を
見
出
す
必

要
が
あ
る
。
政
府
は
、
高
齢
者
雇
用
施
策

の
推
進
と
し
て
、
①
定
年
廃
止
、
②
70
歳

ま
で
の
定
年
延
長
、
③
関
連
事
業
主
な
ど

で
70
歳
ま
で
雇
用
機
会
を
確
保
す
る
な

ど
、
こ
れ
ら
を
全
事
業
主
に
努
力
義
務
を

求
め
る
も
の
と
し
て
い
る
。
実
際
、
政
府

統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
就
業
希
望
の
65
歳

以
上
の
者
が
仕
事
に
就
け
な
か
っ
た
1
番

の
要
因
が
「
適
当
な
仕
事
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
」
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
ゆ
え

特集
2
第
43
回
フ
ー
ド
・
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー

協
会
セ
ミ
ナ
ー
情
報

高
齢
者
雇
用
・
継
続
が
人
材
確
保
の
切
り
札
！

万人

総務省統計局「統計トピックスNo.122」より作成　https://www.stat.go.jp/data/jinsui/topics/topi1220.html
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図　新成人人口（1月～12月）の年次推移
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に
60
歳
も
し
く
は
65
歳
ま
で
就
業
し
て
い

る
労
働
者
が
属
し
て
い
る
事
業
主
が
、
70

歳
ま
で
の
雇
用
機
会
を
保
障
す
る
こ
と

が
、日
本
社
会
全
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
政
府
の
施
策
に
乗
じ
て
、

給
食
業
界
も
積
極
的
に
高
齢
者
雇
用
の
活

用
に
経
営
方
針
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
20
代
、
30
代
の
従
業
員
の
確
保
が
難

し
け
れ
ば
、
70
歳
前
後
の
元
気
高
齢
者
を

非
正
規
職
員
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

で
、
人
手
不
足
活
用
に
対
応
せ
ざ
る
を
え

な
い
。

４
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
外
国
人
従

業
員
の
活
用

確
か
に
、
調
理
機
器
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
活
用
に
よ
っ
て
人
手
不
足
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
期
待
で
き
る
。
ま

た
、外
国
人
従
業
員
（
技
能
実
習
生
な
ど
）

に
も
活
路
を
見
出
す
こ
と
も
有
効
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
手
法
は
、
解
決

策
の
カ
ー
ド
の
1
つ
に
は
な
り
え
る
が
、

根
本
的
な
対
応
策
に
は
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
ど
う
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

機
能
や
細
か
い
作
業
な
ど
は
、
日
本
人
に

よ
る
人
手
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
か
ら

だ
。
し
か
も
、既
述
の
2
つ
の
対
応
策
は
、

費
用
面
の
課
題
も
あ
り
必
ず
し
も
費
用
対

効
果
を
考
え
る
と
有
効
と
は
い
え
な
い
ケ

ー
ス
も
あ
る
。

５　

世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ

な
お
、
70
歳
ま
で
の
雇
用
慣
習
を
普
遍

化
さ
せ
る
に
は
、
働
く
60
歳
代
の
意
識
を

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
若
い
世
代
と
高
齢
者
従
業
員
と
の

人
間
関
係
な
ど
の
問
題
が
生
じ
か
ね
な
い

か
ら
だ
。

筆
者
も
研
究
者
に
就
く
前
、
役
所
勤
め

を
し
て
い
た
が
、
後
輩
の
立
場
か
ら
す
る

と
60
歳
の
定
年
を
迎
え
た
先
輩
方
の
中
で

人
格
的
か
つ
能
力
的
に
、
ぜ
ひ
と
も
65
歳

ま
で
残
っ
て
欲
し
い
人
と
、
協
調
性
が
な

く
や
っ
と
定
年
で
辞
め
て
く
れ
る
と
い
う

2
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
た
。

今
後
、
70
歳
ま
で
定
年
も
し
く
は
再
雇

用
が
普
遍
化
さ
れ
れ
ば
、
筆
者
の
よ
う
に

思
う
後
輩
社
員
も
、
さ
ら
に
増
え
る
は
ず

だ
。ま

た
、
昨
日
ま
で
主
任
・
管
理
職
だ
っ

た
人
が
定
年
を
迎
え
て
平
社
員
と
し
70
歳

ま
で
働
く
場
合
、
か
な
り
後
輩
ら
は
気
を

遣
う
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
前
職
の
人
が

新
た
に
職
に
就
い
た
と
し
て
も
、
同
様
な

こ
と
が
あ
て
は
ま
る
。

６　

高
齢
者
雇
用
の
社
会
啓
発

少
子
化
高
齢
化
時
代
に
お
い
て
70
歳
雇

用
の
普
遍
化
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
改
め

て
65
歳
に
な
る
労
働
者
も
、「
協
調
性
」「
謙

虚
さ
」
を
再
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。そ

の
た
め
、
具
体
的
に
は
55
歳
前
後
か

ら
「
後
輩
に
好
か
れ
る
」
上
司
・
先
輩
な

ど
の
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
せ
る
な

ど
、
70
歳
雇
用
に
向
け
た
「
後
輩
に
嫌
わ

れ
な
い
」
働
き
方
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る

気
運
を
社
内
で
設
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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患
者
等
給
食
業
高
齢
者
雇
用
推
進

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て株式会

社
ぎ
ょ
う
せ
い

主
任
研
究
員
　
臼
井
　
淳

こ
の
「
患
者
等
給
食
業
高
齢
者
の
活
躍

に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
当
業
界

と
し
て
安
全
・
安
心
な
食
事
の
提
供
を
持

続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
、
望

ま
し
い
高
齢
者
雇
用
推
進
の
方
向
性
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
当
協
会
の
会
員
企
業

の
代
表
者
に
よ
り
「
患
者
等
給
食
業
高
齢

者
雇
用
推
進
委
員
会
」
を
組
織
し
て
議
論

を
進
め
、
昨
年
度
、
主
に
会
員
企
業
を
対

象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
１
３

７
社
か
ら
有
効
回
答
）
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
（
10
社
を
対
象
）
の
結
果
を
基
に
取
り

ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

「
第
１
章　

高
齢
者
雇
用
施
策
が
求
め

ら
れ
る
背
景
」
で
は
、
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
の
改
正
を
は
じ
め
、
高
齢
者
の
活
躍

が
求
め
ら
れ
る
社
会
的
背
景
を
整
理
す
る

と
と
も
に
、
患
者
等
給
食
業
で
は
既
に
高

齢
者
雇
用
が
当
た
り
前
で
重
要
な
労
働
力

と
な
っ
て
お
り
、
各
企
業
で
諸
々
の
課
題

を
解
決
す
べ
く
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や

工
夫
を
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
記
載
し

て
い
る
。

「
第
２
章　

高
齢
者
雇
用
の
推
進
に
向

け
た
ポ
イ
ン
ト
」
で
は
、
各
企
業
が
高
齢

者
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
視
点

（
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
）
を
５
項
目
に

整
理
し
て
い
る
。
課
題
解
決
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
企
業
の
規
模
や
事
情
に
よ
り
個
々

に
異
な
る
こ
と
か
ら
、「
取
り
組
み
の
ポ

イ
ン
ト
」
や
「
そ
の
具
体
的
な
課
題
」
に

対
し
て
、「
参
考
と
な
る
事
例
等
」
を
紹

介
す
る
こ
と
で
、
各
社
の
施
策
の
検
討
に

役
立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

「
第
３
章　

資
料
編
」
で
は
、
改
正
法

の
内
容
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の

「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
Ｑ
＆
Ａ
」

や
、
厚
生
労
働
省
の
「
高
年
齢
労
働
者
の

安
全
と
健
康
確
保
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）」
等
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
独
立

行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
を
は
じ
め
と
し
た
、
高
齢
者
雇
用

の
課
題
解
決
に
向
け
て
相
談
が
で
き
る
支

援
機
関
の
窓
口
や
支
援
制
度
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
る
。

掲
載
さ
れ
た
事
例
等
は
、
限
ら
れ
た
事

業
所
（
企
業
）
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
当

業
界
で
は
自
然
に
従
業
員
に
寄
り
添
う
形

で
高
齢
者
雇
用
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も

人
材
戦
略
と
し
て
積
極
的
に
高
齢
者
雇
用

推
進
を
位
置
付
け
て
い
る
状
況
で
は
な
い

と
も
言
え
、
今
後
、
差
別
化
を
図
り
、
大

き
く
伸
ば
し
て
い
く
余
地
も
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

高
齢
者
雇
用
は
、
単
に
「
会
社
対
高
齢

者
」
の
問
題
で
は
な
く
、
若
手
な
ど
現
役

の
従
業
員
も
含
め
た
「
会
社
対
従
業
員
」

の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
高
齢
者
の
処
遇
や
働
き
方
に
対
す
る

会
社
の
方
針
は
、
求
職
者
や
現
役
従
業
員

が
自
分
た
ち
の
将
来
を
占
う
重
要
な
手
が

か
り
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
会
社
か
ら
全

従
業
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
に

留
意
し
て
対
応
の
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構のＨＰ（下記アド
レス）より、ガイドライン全文の閲覧・ダウンロードが可能です
https://www.jeed.go.jp/elderly/enterprise/guideline/medicalr3.html
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１
薬
膳
と
は

中
国
料
理
の
一
つ
に
麻
婆
豆
腐
が
あ
る

（
図
１
）。
パ
ン
ダ
の
故
郷
の
四
川
省
成
都

の
伝
統
料
理
で
あ
る
が
、
豆
腐
の
上
に
赤

黒
い
粉
末
が
か
か
っ
て
い
る
。
日
本
で
も

ブ
ー
ム
に
な
っ
た
花
椒
と
い
う
四
川
料
理

で
よ
く
使
わ
れ
る
ス
パ
イ
ス
で
あ
る
。
成

都
は
太
陽
が
出
る
と
犬
が
吠
え
る
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
、
雲
が
垂
れ
込
め
る
ど
ん
よ
り

し
た
天
候
が
特
徴
で
、
湿
度
の
高
い
地
域

で
あ
る
。
中
医
学
で
は
湿
度
が
高
い
気
候

環
境
の
も
と
で
は
発
汗
が
乏
し
く
、
ど
う

し
て
も
余
分
な
水
分
が
体
内
に
留
ま
り
や

す
く
な
り
、
消
化
器
系
に
も
作
用
し
て
食

欲
に
影
響
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

体
調
管
理
に
は
余
分
な
水
分
を
体
外
に
出

す
こ
と
が
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る
。
花
椒

は
辛
味
が
あ
り
、
燥
湿
・
散
寒
止
痛
（
体

内
の
湿
を
取
り
除
き
、
胃
腸
を
温
め
食
欲

を
だ
す
）
の
作
用
を
有
す
る
た
め
、
麻
婆

豆
腐
は
湿
度
の
高
い
成
都
に
暮
ら
す
人
々

に
適
し
た
薬
膳
料
理
と
な
っ
て
い
る
。
自

然
環
境
は
人
々
の
健
康
状
態
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
、
薬
膳
は
気
候
に
応
じ

た
体
調
管
理
を
行
う
養
生
食
で
あ
る
。

中
国
で
は
薬
膳
を
、「
中
医
薬
理
論
の

指
導
の
も
と
に
，
中
薬
（
中
医
学
で
用
い

る
薬
物
の
総
称
）
と
食
物
を
配
合
し
、
伝

統
的
飲
食
調
理
技
術
と
現
代
加
工
方
法
を

用
い
、
色
・
香
・
味
・
形
の
す
べ
て
に
良

く
、
保
健
と
治
療
に
効
果
の
あ
る
食
療
食

品
、
料
理
の
総
称
」
と
定
義
し
て
い
る
。

薬
物
を
使
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。一
方
、

筆
者
ら
の
薬
膳
の
定
義
は
、「
中
医
学
の

図 麻婆豆腐（右上）と花椒の機能性

花椒の機能性
・燥湿
・散寒止痛

四川省成都

図１　麻婆豆腐（右上）と花椒の機能性

笑食快膳   10

シ
リ
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理
論
を
も
と
に
、
気
候
・
風
土
、
季
節
、

お
よ
び
個
人
の
体
質
に
合
っ
た
食
材
を
選

び
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
、
色
、
香
り
、

味
に
満
足
で
き
る
食
事
」
と
し
て
中
国
の

薬
膳
と
区
別
す
る
た
め
に
日
本
型
薬
膳
と

呼
ん
で
い
る
。
薬
物
は
使
用
せ
ず
、
基
本

的
に
は
食
品
を
使
う
が
、
生
姜
、
な
つ
め
、

桂
皮
な
ど
漢
方
薬
に
も
使
用
さ
れ
る
食
品

（
中
国
で
は
食
療
中
薬
と
呼
ば
れ
る
）
を

積
極
的
に
用
い
る
。
薬
物
を
使
用
せ
ず
食

品
を
使
う
理
由
は
、
薬
膳
を
栄
養
学
の
一

つ
と
し
て
と
ら
え
、
栄
養
学
の
理
解
の
も

と
で
薬
膳
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
代

の
栄
養
学
の
視
点
か
ら
、
少
な
く
と
も
栄

養
学
的
に
問
題
の
な
い
薬
膳
を
考
え
る
こ

と
は
最
低
の
条
件
と
な
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
、
薬
膳
の
主
な
担
い
手
と
し
て
管
理

栄
養
士
や
栄
養
士
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
栄
養
学
だ
け
で
は
不

十
分
で
中
医
学
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

図
2
に
薬
膳
に
関
す
る
中
医
学
基
礎
理

論
や
食
材
の
機
能
性
の
概
要
を
示
し
た
。

人
間
の
健
康
に
影
響
す
る
要
因
、
人
間
の

生
命
を
支
え
て
い
る
要
素
、
遺
伝
的
性
質

と
環
境
の
相
互
作
用
で
形
成
さ
れ
る
体

質
、
薬
膳
食
材
の
機
能
性
、
薬
膳
料
理
の

種
類
な
ど
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
学

術
交
流
を
し
て
い
る
上
海
中
医
薬
大
学
の

付
属
病
院
で
は
治
療
食
と
し
て
の
薬
膳
が

提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
薬
物
を
基
本
的
に

は
使
用
し
な
い
日
本
型
薬
膳
で
は
未
病
の

薬
膳
を
目
指
し
て
い
る
。

２
中
医
学
の
健
康
観

中
医
学
に
は
未
病
と
い
う
概
念
が
あ

る
。図
3
に
中
医
学
の
健
康
観
を
示
し
た
。

こ
こ
で
い
う
体
質
と
は
「
人
間
が
遺
伝
的

要
素
を
基
礎
に
生
活
環
境
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
、
成
長
・
発
育
・
老
化
す
る
過
程

薬 膳

薬膳食材

食材の機能性
・解表
・清熱
・利水滲湿
・温裏
・理気
・活血袪瘀
・化痰
・止咳平喘
・平肝熄風
・補益(補気)
・収斂
・消食

・六つの自然環境（六淫）
風邪、寒邪、暑邪、
火邪、湿邪、燥邪

・生命体観
気・血・津液
五臓六府

・健康観（未病）
・季節・五臓・五色
（陰陽五行）

中医基礎理論

体質分類
1.気虚
2.陽虚
3.陰虚
4.湿熱
5.痰湿
6.気滞
7.血瘀
8.平和
9.特別

薬膳対処
1.補気
2.補陽
3.滋陰
4.利水（利尿）・清熱
5.化痰
6.理気
7.活血化瘀

１．気候・風土
２．季節
３．個人の体質

季節の薬膳
・春：風邪
・夏：暑邪
・梅雨：湿邪
・秋：燥邪
・冬：寒邪

養生薬膳
・冷え性
・熱中症
・便秘
・美容

未病の薬膳

薬膳料理

食材の性質
・五性
・五味
・帰経

図２　薬膳に関する中医学基礎理論と食材の機能性

図3 中医学における健康観

正気不足
邪実体体質質 失調 発病 悪化

病病因因

回回復復未未病病

外外因因 ：：六六淫淫（（風風、、寒寒、、暑暑、、火火、、湿湿、、燥燥））
疫疫れれいい（（伝伝染染病病））

内内因因 ：：七七情情（（怒怒、、喜喜、、悲悲、、憂憂、、恐恐、、驚驚、、思思））
労労逸逸（（運運動動過過剰剰、、運運動動不不足足））

遺伝的素因
＋

生活の習慣・環境

図３　中医学における健康観
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で
形
成
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
，
機

能
や
構
造
・
代
謝
な
ど
が
比
較
的
落
ち
着

い
て
い
る
特
殊
な
状
態
」
で
あ
る
。
こ
の

体
質
に
病
気
の
原
因
と
な
る
外
因
と
内
因

が
作
用
す
る
こ
と
で
、
生
体
の
抵
抗
力
が

低
下
し
（
正
気
不
足
）、病
気
の
原
因
（
邪

気
）
が
増
加
し
（
邪
実
）、
生
体
の
機
能

は
失
調
す
る
。
こ
の
状
態
の
ま
ま
何
ら
か

の
対
処
を
取
ら
な
け
れ
ば
発
病
に
至
る
。

こ
の
状
態
ま
で
が
未
病
の
段
階
で
あ
り
、

何
ら
か
の
対
処
を
講
じ
る
と
生
体
は
発
病

せ
ず
に
回
復
に
至
る
。
病
気
を
起
こ
す
外

因
と
し
て
六
淫
が
あ
る
。
中
医
学
が
生
ま

れ
た
数
千
年
前
は
現
代
の
よ
う
に
環
境
を

制
御
し
て
、
心
地
よ
い
生
活
環
境
の
中
で

暮
ら
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
厳
し
い
環

境
条
件
の
も
と
で
生
き
抜
く
知
恵
を
身
に

着
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
医
学
で
は
環

境
要
因
を
六
淫
と
称
し
、
生
命
を
維
持
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
気
を
損
ね
る
邪
気
と
と

ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
邪
気
を
風
邪
、
寒
邪
、

暑
邪
、
火
邪
、
湿
邪
、
燥
邪
と
位
置
付
け

た
。
ま
た
疫
れ
い
、
今
で
い
う
伝
染
病
も

外
因
の
一
つ
と
し
た
。
一
方
、
内
因
は
七

情
つ
ま
り
怒
、
喜
、
悲
、
憂
、
恐
、
驚
、

思
の
七
つ
の
精
神
状
態
が
病
気
を
起
こ
す

も
の
と
考
え
た
。
現
代
医
学
で
い
え
ば
心

身
症
の
概
念
に
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

３
薬
膳
と
気
候
・
風
土
、季
節

薬
膳
は
気
候
・
風
土
、
季
節
に
合
っ
た

食
材
を
選
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
理
由
は
こ
れ
ら
が
人
間
の
健
康

状
態
に
影
響
す
る
重
要
な
要
因
だ
か
ら
で

あ
る
。
六
淫
に
は
季
節
性
や
地
域
性
が
あ

り
、
春
は
風
邪
、
夏
は
暑
邪
、
秋
は
燥
邪
、

冬
は
寒
邪
に
よ
る
健
康
障
害
が
生
じ
や
す

い
。
関
東
か
ら
九
州
に
４
月
に
転
勤
で
来

ら
れ
た
方
の
中
に
は
、
夏
季
に
体
調
を
崩

す
方
が
お
ら
れ
る
。
九
州
の
夏
季
は
暑
い

だ
け
で
な
く
湿
度
が
高
い
高
温
多
湿
の
気

候
で
あ
る
た
め
、
湿
邪
に
や
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

夏
季
の
不
調
の
典
型
例
が
夏
バ
テ
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
ま
ず
暑
邪
が
引
き
起
こ
し

た
も
の
で
、
そ
の
病
態
と
対
処
に
つ
い
て

図
4
に
示
し
た
。
生
体
が
暑
邪
に
侵
さ
れ

る
と
、
気
虚
（
症
状
と
し
て
は
疲
労
倦
怠

感
な
ど
）、
津
液
虚
（
喉
の
渇
き
、
固
い

便
な
ど
）、
熱
（
ほ
て
り
、
多
汗
な
ど
）

の
病
態
と
な
り
や
す
い
。
そ
こ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
病
態
に
対
し
て
、
補
気
（
疲
労
倦

怠
感
を
和
ら
げ
る
）、
生
津
・
止
汗
（
水

分
補
給
、
多
汗
を
止
め
る
）、
清
熱
（
ほ

て
り
を
冷
ま
す
）
の
作
用
が
あ
る
食
材
を

使
う
。
補
気
作
用
の
あ
る
食
材
に
は
ニ
ン

ジ
ン
、
山
薬
（
ヤ
マ
イ
モ
）、
生
津
・
止

汗
作
用
の
あ
る
食
材
に
は
五
味
子
、
キ
ュ

ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ク
ワ
イ
、
梅
、
レ
モ
ン
、

ス
イ
カ
、
清
熱
作
用
の
あ
る
食
材
に
は
緑

豆
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
レ
ン

コ
ン
、
苦
瓜
（
ゴ
ー
ヤ
ー
）、
シ
イ
タ
ケ
、

陳
皮
（
ミ
カ
ン
の
皮
を
干
し
た
も
の
）、

ヨ
ク
イ
ニ
ン
（
ハ
ト
ム
ギ
）、
ス
イ
カ
な

ど
が
あ
る
。
現
代
で
は
十
分
な
電
解
質
を

含
む
飲
料
を
摂
取
す
る
こ
と
も
大
事
で
あ

る
。
夏
バ
テ
は
暑
邪
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

に
湿
邪
が
加
わ
る
と
と
も
に
、
暑
い
た
め

冷
た
い
飲
料
を
暴
飲
す
る
こ
と
で
胃
腸
が

弱
く
な
り
、
気
虚
を
増
悪
さ
せ
る
の
で
、

湿
邪
に
も
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
湿
を

取
る
食
材
と
し
て
、
冬
瓜
（
ト
ウ
ガ
ン
）、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
陳
皮
、
ヨ
ク
イ
ニ
ン
な

ど
が
あ
る
。
韓
国
に
は
夏
バ
テ
解
消
の
飲

み
物
が
あ
る
。
水
正
果
（
ス
ジ
ヨ
ン
ガ
）

と
い
い
、
す
で
に
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売

さ
れ
て
い
る
飲
料
で
あ
る
。
使
う
材
料
は

干
し
柿
、
生
姜
、
桂
皮
（
シ
ナ
モ
ン
を
使

う
こ
と
も
あ
る
）、蜂
蜜
、五
味
子
な
ど
で
、

冷
た
い
飲
料
だ
が
胃
腸
の
冷
え
過
ぎ
を
防

止
す
る
た
め
の
生
姜
、
桂
皮
が
入
っ
て
い

る
。
同
じ
よ
う
な
飲
料
が
常
夏
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
も
あ
る
。
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
植
物
園
の
中
に
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ガ
ー
デ

ン
（
世
界
の
生
姜
を
集
め
た
ガ
ー
デ
ン
）

が
あ
り
、
そ
こ
の
カ
フ
ェ
で
は
生
姜
が

入
っ
た
テ
ィ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
韓

国
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
薬
膳
が
さ
か
ん

で
、
薬
膳
が
庶
民
の
食
生
活
に
も
根
付
い

て
い
る
。

４
薬
膳
と
体
質

中
医
学
に
お
け
る
体
質
理
論
は
複
数
あ

り
、
学
者
に
よ
っ
て
も
そ
の
見
解
が
異

な
っ
て
い
る
が
、
中
国
で
統
一
さ
れ
た
体

質
分
類
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
体
質

分
類
を
表
１
に
示
し
た
。
体
質
と
は
別
に

中
医
学
で
は
証
と
い
う
概
念
が
存
在
す

暑邪
（暑い気候）

気虚

津液虚

補気（倦怠感を取る）

生津（水分を補う）
止汗（多汗を止める）

熱 清熱（ほてりを冷ます）

病態 対処

（疲労倦怠感など）

図 暑邪による病態とその対処

（ほてりなど）

（喉の渇きなど）

図４　暑邪による病態とその対処
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る
。
中
医
学
の
体
質
理
論
で
は
体
質
は
比

較
的
安
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
証
は
病
気
の
原
因
と
な
る
も
の
が
体

質
に
作
用
し
た
結
果
、
身
体
に
現
れ
る
症

候
の
こ
と
で
比
較
的
急
性
に
変
化
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
中
医
学
に
お
い

て
は
脈
診
、
舌
診
な
ど
中
医
学
特
有
の
方

法
で
患
者
の
証
を
診
断
し
て
、
つ
ま
り
弁

証
し
て（
弁
と
は
識
別
、判
断
す
る
意
味
）、

そ
れ
に
基
づ
い
て
治
療
方
法
を
決
定
す

る
、
つ
ま
り
論
治
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

こ
の
手
順
は
弁
証
論
治
と
い
わ
れ
て
い
る
。

体
質
分
類
の
中
の
一
つ
の
タ
イ
プ
で
あ

る
気
虚
（
疲
労
倦
怠
感
な
ど
）
を
例
に
取

り
説
明
す
る
。
気
虚
の
病
態
は
臓
腑
の
機

能
低
下
、
抵
抗
力
減
退
の
状
態
で
、
原
因

表1　中医学における９つの体質分類

体質 特徴

・気虚質
・陽虚質
・陰虚質
・痰湿質
・湿熱質
・血瘀質
・気鬱質
・平和質
・特別質

気不足により、生体・臓腑機能の低下
陽気不足により虚寒の症状出現
陰液の不足により陰虚内熱の症状出現
水液が停滞による症状が出現
湿熱が貯留による症状が出現
血液循環障害による症状が出現
気の停滞による症状が出現
屈強で健康的な体質
アレルギーなどの特異性体質、

タブレットの前で
顔と舌を映す

鏡に映った人の体質
判定結果が表示される

体質に合った薬膳が
提案される

体質に効くツボも
表示される

スマートフォンでの
アプリも開発されている

図5 「魔法の鏡」による栄養指導

車のバックミラーで判定でき、
運転者の健康管理に活用される

毎日の健康・
栄養管理に活
用できる

タブレットでの診断風景

図５「魔法の鏡」による栄養指導

図6 気虚タイプの人の健康管理の解説

１）保健原則：症候体質改善するための対処法
益気固表：気が足らないために外邪（外部から身体に侵入する発病因子）が

体の中に侵入しやすくなっているので、それを防ぐ。
健脾和胃：消化機能を活性化し胃腸の働きを改善して気の産生を回復する。

２）日常養生：日常生活で気をつけること
１．早起き早寝、充分な睡眠時間をとり、四季の気候変化に応じて規則正しい

生活を送る。
２.  適度な運動をし、過度な肉体労働を避ける。

３）飲食薬膳
１．黄耆入りのニワトリスープ：黄耆（おうぎ）（漢方薬）は「益気固表」の効用

があり、とり肉には気を補給し元気を養う効能がある。
２.  もち米と山芋おかゆ：もち米は補気養胃（気を補い胃の働きを高める）、山芋

は健脾和胃の効用がある。

４）有効なツボ

足
三
里

関元
気海

図６　気虚タイプの人の健康管理の解説
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と
し
て
先
天
的
体
質
虚
弱
、
過
労
、
ス
ト

レ
ス
、
栄
養
不
足
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

よ
く
見
ら
れ
る
症
状
と
し
て
は
疲
れ
や
す

い
、
朝
起
き
に
く
い
、
声
が
小
さ
い
、
汗

が
出
や
す
い
、
立
ち
く
ら
み
し
や
す
い
な

ど
が
あ
る
。
現
代
医
学
は
科
学
技
術
の
進

歩
で
客
観
的
な
診
断
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
き
た
が
、
中
医
学
も
情
報
技
術
や
セ
ン

サ
ー
技
術
の
進
歩
で
、
熟
練
中
医
師
が
診

断
し
て
い
た
脈
診
な
ど
を
科
学
技
術
の
も

と
で
診
断
す
る
機
器
が
開
発
さ
れ
て
い

る
。
図
５
の
写
真
は
、
２
０
１
７
年
に
福

岡
市
で
中
村
学
園
大
学
と
上
海
中
医
薬
大

学
の
共
同
で
開
催
し
た
薬
膳
博
覧
会

Y
akuzenExpo2017

に
お
い
て
、
日
本

で
初
め
て
紹
介
し
た
「
魔
法
の
鏡
」
に
よ

る
体
質
診
断
の
模
様
で
あ
る
。「
魔
法
の

鏡
」
と
い
う
名
称
は
私
が
勝
手
に
名
付
け

た
名
前
で
あ
る
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
自
分

の
顔
を
映
し
、
舌
を
出
す
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
自
動
で
顔
色
判
定
や
舌
診
を
行
い
、

そ
の
日
の
体
質
を
判
定
し
て
教
え
て
く
れ

る
。
判
定
結
果
は
体
質
診
断
表
に
あ
る
タ

イ
プ
か
ら
一
つ
選
ば
れ
る
。
そ
し
て
そ
の

日
の
体
質
に
望
ま
し
い
食
事
が
提
案
さ

れ
、
ど
こ
の
ツ
ボ
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
れ
ば

よ
い
か
も
画
面
に
出
て
く
る
。
毎
朝
、
鏡

を
見
な
い
人
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
た

め
、
毎
日
の
健
康
管
理
に
役
立
つ
ア
プ
リ

と
な
っ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
も

す
で
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
車
の
座

席
に
座
り
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
見
る
と
、
そ

こ
で
体
質
を
判
定
で
き
る
機
器
も
開
発
さ

れ
て
い
る
。
近
い
将
来
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で

こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
患
者
さ
ん
の

顔
を
写
し
、
そ
の
日
の
望
ま
し
い
食
事
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
で
き
る
日
が
来
る
か
も
し

れ
な
い
。

図
6
に
「
魔
法
の
鏡
」
の
判
定
後
に
提

供
さ
れ
る
健
康
管
理
の
解
説
の
一
部
を
示

し
た
。
体
質
改
善
す
る
た
め
の
対
処
法
、

日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
こ
と
、
体
質
改

善
に
適
し
た
薬
膳
、
有
効
な
ツ
ボ
な
ど
が

提
案
さ
れ
て
い
る
。「
魔
法
の
鏡
」
で
は

体
質
診
断
を
判
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
体
質
は
比
較
的
安
定
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
生
体
に
何
ら
か
の
負
荷
が
か
か
り
体
質

の
タ
イ
プ
に
応
じ
て
出
て
き
た
症
候
、
つ

ま
り
証
に
近
い
も
の
を
判
定
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
中
医
学
で
は

語
句
の
定
義
が
明
確
で
な
い
こ
と
が
あ

り
、
そ
れ
が
中
医
学
の
修
得
を
難
し
く
し

て
い
る
面
が
あ
る
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
、

現
代
医
学
で
は
捉
え
き
れ
て
い
な
い
生
体

の
微
妙
な
変
化
を
証
と
し
て
判
定
す
る
こ

と
で
、
日
々
の
健
康
管
理
が
で
き
る
ウ
ェ

ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
と
し
て
大
き
く
発
展

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
上
海
中
医

学
大
学
で
は
、す
で
に
住
民
を
対
象
に「
魔

法
の
鏡
」
を
使
っ
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
集

め
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
未
病
ヘ
ル
ス
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

５
お
わ
り
に

食
後
血
糖
値
の
上
昇
を
示
す
指
標
と
し

て
グ
ラ
イ
セ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス（
Ｇ

Ｉ
）
が
あ
る
。
ト
マ
ト
の
Ｇ
Ｉ
は
30
で
あ

る
が
ト
マ
ト
を
摂
取
後
血
糖
が
か
な
り
増

加
す
る
人
が
い
る
。
食
後
血
糖
値
は
個
人

差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
イ
ス

ラ
エ
ル
で
は
糖
尿
病
の
栄
養
指
導
に
す
で

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

21
世
紀
の
栄
養
は
個
別
化
栄
養
の
方
向
に

進
む
と
考
え
ら
れ
、
き
め
細
か
な
栄
養

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
予
想
さ
れ
る
。
薬
膳

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
中
医
学
の
分
野
は

熟
練
中
医
師
だ
け
が
体
質
や
証
を
診
断
で

き
る
環
境
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
科

学
技
術
を
活
用
し
て
あ
る
程
度
の
診
断
が

可
能
と
な
り
、
予
防
栄
養
や
臨
床
栄
養
に

も
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
次
回
か
ら
具
体
的
な
薬
膳
料
理

に
つ
い
て
中
村
学
園
大
学
栄
養
科
学
部
の

三
成
由
美
先
生
に
お
話
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。
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三徳麻婆豆腐
【材料・4人分】
木綿豆腐 450g（1.5丁）
豚ひき肉 120g

（大豆ミート・まめプラスM 30g）
生姜汁 適宜
油 45g（約大さじ3）
豆鼓 20粒
白葱 100g（1本）
醤油 30g（約大さじ2）
豆板醬 30g（約大さじ2）
甜面醬 30g（約大さじ2）
スープ 100g（1/2カップ）
片栗粉 18g（大さじ2）
ごま油 30g

赤唐辛子 1本
生姜 10g

白葱 10g

山椒 3g

飾り にら
〈甜面醬〉
八丁味噌 500g

水 500g

酒 35g

白絞油 75g

砂糖 250g

醤油 50g

だしの素 10g

ごま油 35g

〈白飯〉
精白米 480g(3カップ)

水 720g

【作り方】
①木綿豆腐は重しをして30%ほど水気を切り、約1cm角
に切る。白葱、豆鼓はみじんに切る。

②鍋に油を熱し、Bの香味野菜を入れて油に香りをつけ、
取り出して豚ひき肉を入れバラバラにほぐすようにして
炒める。
③②にAの調味料を入れて軽く炒め、①の豆腐を入れ2
～3分煮込んで水溶き片栗粉で薄くとろみをつける。
④全体を大きくかき混ぜ、最後にごま油を入れ、器に
盛る。

〈甜面醬〉
①鍋に八丁味噌を入れ、Cを加えて弱火で煮詰める。

〈白飯〉
①米はたっぷりの水で手早く3～4回水をかえて洗う。
洗ったら水を切り、水かげんして夏期は30分～1時間、
冬期は1～2時間浸漬する。
②鍋を火にかけ強火で沸騰するまで炊き、その後中火
で10～15分間加熱し、10秒程度火を強めて余分の水分
をとばして火を止める。そのまま10～15分蒸らす。

【栄養価・1人分】
エネルギー 369kcal
たんぱく質 15.3g
脂質 30.3g
炭水化物 12.5g
カルシウム 132mg
マグネシウム 89mg
鉄 2.6mg
食物繊維 2.6g
食塩相当量 3.0g

A

C

B
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参考レシピ

春の薬膳料理
　春の主気は「風」。「四季はみな風有り」とか「風は百病の長なり」といわれ、風は
体を侵すことが多いとされています。健康な状態であれば、問題はありません。抵抗
力が弱くなると、発病させる邪気となり、それが風邪となり上昇や外向きの性質を持っ
ているので、身体の上部、つまり頭、鼻、咽喉などを侵しやくなります。これを抑え
るのが発散作用のある食材です。発散作用のある生姜、山椒、紫蘇などの食材に、新
鮮な野菜、また旬の魚介類を取り入れることが重要です。

中村学園大学　栄養科学部
特任教授・学長補佐

三成　由美



鯛と木耳の生姜蒸し
【材料・4人分】
鯛 500g
A：紹興酒 15g + 塩 5g
木耳 40g
大棗 8個
生姜 40g
白葱 40g
B：紹興酒 30g + 砂糖 5g + 塩 5g
青葱 20g 

【作り方】
①鯛は鱗と内臓を取り、きれいに洗ってAで下味をつけます。
②鯛の両面に3～4カ所、切り込みを入れます。
③木耳と大棗を水に戻します。
④生姜を輪切りに、葱を斜めに切り②の鯛に挿みます。
⑤皿に③を入れ、④をのせてBで味をつけ、強火で15分間蒸します。
⑥蒸しあがったら青葱をのせて2分間余熱で蒸らします。

★魚臭の除去法★
魚は鮮度が低下すると不快臭を発生します。それを取り除く方法
を紹介します。
①スパイス、薬味(生姜、葱、にんにく)を使う。
②酢を使ってアミン類を結合させる。
③塩の脱水作用を利用する。
④酒類を使う。
⑤醤油、味噌、牛乳を使って臭いを吸収させる。

★鯛の効能★
胃腸の調子を整え、機能を高めてくれます。
疲労、食欲不振といった症状の際に摂ると効果的です。

鶏肉と筍の山椒香り揚げ
【材料・4人分】
若鶏下もも肉 8本(1本80g)
塩 3g
A ：こしょう 少々 + 醤油 100g(1/2カップ) 
B ：酒・みりん各50g + 山椒の実 10g +

山椒の芽 8枚 + 八角 1個 + 生姜 10g +
白葱 10g + 赤唐辛子 2本

筍 80g
片栗粉 8g 
揚げ油 適宜
山椒の芽 適宜
山椒の実 適宜

【作り方】
①鶏肉はAで下味をつけます。
②Bでつけ汁を作り一煮立ちさせて冷ましておきます。
③ボールに①と②を入れて1時間ほど漬け込みます。
④筍はくし型に切り③に15分間漬け込みます。
⑤蒸し器に③を入れ30分間蒸して香りをつけます。
⑥⑤の鶏肉の水分を切り中温の油で揚げます。
⑦④の筍に片栗粉をつけて強火できつね色に揚げます。
⑧鶏肉と筍を器に盛り、山椒の芽と山椒の実を添えます。

★調理のポイント★
山椒の芽は叩いて、山椒の実はつぶして調理すると香りが強くな
ります。
香りを生かすことで味が引き締まり減塩で美味しくいただけます。

★山椒の効能★
手足の冷え、食欲不振、腹痛がある場合、温めて症状を軽減させ
ます。生姜とともに摂るとさらに効果的です。
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　中医学の陰陽五行学説から薬膳を紹介しますと、五行の木は季節は春で、肝が盛ん

になる時期です。五臓の肝が病むと表裏関係の肝も病むことになります。そして目が

充血したり、筋肉、爪に異常が出たりします。顔色が青くなると肝に異常があること

があります。肝を養うのは、酸味のある食材です。酸味の欠乏や過剰は避け、適量摂

取することが重要なのです。

　陰陽五行学説は、古代における自然発生的な哲学であり、現代の科学から見ると不

合理な点があるかと思われます。しかし、全面的に否定するのではなく、有効な部分

を受け継ぐことが大切かと信じています。

おい紫蘇ピリカラ漬け
【材料・4人分】
紫蘇の葉 10枚
蓮根 150g
胡瓜 150g
茗荷 50g
木耳(黒木耳) 5g 
A：酢 50g + 醤油 15g + 砂糖 24g + 赤唐辛子 1本
化学調味料 少々
穂紫蘇 適宜

【作り方】
①紫蘇の葉は細かくせん切りにし、水にさらします。
②蓮根は半月の形に薄切りして、強火でさっと茹でます。
③胡瓜は薄く輪切りにし、3％のたて塩に5分間漬け、水気を切って
おきます。
④茗荷はせん切りにし、熱湯をかけAの調味料につけます。
⑤木耳は水で戻し、せん切りにします。
⑥食べる直前に②③④⑤を合わせ、器に盛り、紫蘇の葉と穂紫蘇を
飾ります。

★調理のポイント★
紫蘇の香り成分のぺリルアルデヒドが食欲増進を促してくれます。
薬味として使う時、細かく刻むと香りの成分が引き出され、香り
が強くなります。
保存は、濡らしたペーパーに包んで冷蔵保存しておくとよいで
しょう。

★紫蘇の効能★
悪寒、発熱、咳、無汗の風邪症状を緩和させます。
生姜と一緒に摂るとさらに効果的。
また、陳皮とともに摂ると食欲不振、腹部膨満感の症状を軽減させます。

結
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食品衛生総括責任者講習会
講習報告

改
正
食
品
衛
生
法
の
本
格
施
行

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
６
月
に
改
正

食
品
衛
生
法
が
本
格
施
行
さ
れ
た
。
改
正

項
目
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
改
正

の
目
玉
は
や
は
り
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
で

あ
る
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
に
伴
い
、
営

業
許
可
施
設
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
た

に
創
設
さ
れ
た
営
業
届
出
施
設
も
す
べ
て

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
」
を

取
り
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
法
第
51

条
で
厚
生
労
働
大
臣
は
、
公
衆
衛
生
上
必

要
な
措
置
基
準
を
食
品
衛
生
法
施
行
規
則

（
省
令
）
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
表

２
の
と
お
り
、
省
令
に
は
一
般
的
衛
生
管

理
や
食
品
衛
生
上
の
危
害
を
防
止
す
る
た

め
に
特
に
重
要
な
工
程
を
管
理
す
る
た
め

の
取
組
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
取
組
）
の
基
準

が
規
定
さ
れ
た
。

こ
の
規
定
に
基
づ
き
、
営
業
者
（
営
業

許
可
と
営
業
届
出
）
は
、
自
主
的
に
衛
生

管
理
計
画
や
手
順
書
を
作
成
し
て
衛
生
管

理
を
行
い
、
記
録
を
保
存
す
る
と
と
も
に

定
期
的
に
検
証
し
て
見
直
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

表
３
の
と
お
り
、
大
規
模
な
食
品
工
場

で
は「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
衛
生
管
理
」

を
、
飲
食
店
営
業
な
ど
小
規
模
施
設
や
営

業
届
出
施
設
は
食
品
事
業
者
団
体
が
策
定

し
た
手
引
書
に
基
づ
い
て
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
」
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

食
品
事
業
者
団
体
は
、
厚
生
労
働
省
が

示
し
た
「
手
引
書
策
定
の
た
め
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
に
基
づ
き
、
手
引
書
案
を
策
定
し

て
、
厚
生
労
働
省
が
開
催
す
る
「
食
品
衛

生
管
理
に
関
す
る
技
術
検
討
会
」
に
て
確

認
を
得
て
か
ら
各
団
体
に
提
示
し
て
い

る
。
す
で
に
、
厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
に
は

１
０
０
種
類
以
上
の
手
引
書
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

委
託
給
食
事
業
者
の
手
引
書

日
本
給
食
サ
ー
ビ
ス
協
会
と
日
本
メ

デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会
で
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

制
度
化
に
備
え
て
令
和
２
年
７
月
に
「
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛
生

管
理
要
綱
」
を
策
定
し
て
協
会
員
に
提
示

し
て
い
る
。
令
和
３
年
３
月
、
こ
の
要
綱

を
「
食
品
衛
生
管
理
に
関
す
る
技
術
検
討

食
品
衛
生
法
改
正
と
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

制
度
化
の
実
態

～
国
内
平
準
化
へ
の
取
組
と
課
題
～

食品衛生アドバイザー
（元中央区保健所食品衛生監視員）

小暮　実

表１　食品衛生法の改正項目

１．広域的食中毒事案への対策強化
２．HACCPに沿った衛生管理の制度化
３．特定成分による健康被害情報の収集
４．器具・容器包装のポジティブリスト化
５．許可制度の見直し・届出制度の創設
６．食品リコール情報の報告制度の創設
７．その他（輸出入食品の安全対策等）

表２　公衆衛生上必要な措置基準　省令第66条の２

厚生労働大
臣が定めた
基準

① 一般衛生管理の基準（省令別表17）

② 特に重要な工程を管理するための取組の基準
（HACCPの取組　省令別表18）

営業者が遵
守する事項 ③

1 衛生管理計画の作成と周知徹底
2 手順書を必要に応じて作成
3 衛生管理の実施状況の記録と保存
4 衛生管理計画、手順書の検証と見直し

表3　HACCPに沿った衛生管理

対象施設 衛生管理計画
HACCPに基づく衛生
管理

大規模施設
（従事者50名以上）

CODEXによる
HACCPに準拠

HACCPの考え方を取
り入れた衛生管理

小規模事業者
飲食店営業
営業届出施設

食品事業者団体が策定
した手引書を基に作成
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食品衛生総括責任者講習会

会
」
に
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
小
規
模
な
施

設
で
も
対
応
可
能
な
手
引
書
と
す
る
よ
う

指
摘
さ
れ
た
た
め
、
簡
略
化
し
て
令
和
３

年
５
月
に
「
委
託
給
食
事
業
者
」
の
た
め

の
手
引
書
が
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
に
公
開
さ

れ
て
い
る
。

集
団
給
食
施
設
の
取
扱
い
に
つ
い
て

令
和
２
年
８
月
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化

の
本
格
施
行
を
控
え
て
、「
集
団
給
食
施
設

の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
が
通
知
さ
れ
た
（
表

４
）。
従
前
、
自
治
体
に
よ
り
学
校
や
病
院

等
の
営
業
許
可
の
取
扱
い
が
異
な
っ
て
い

た
た
め
、
今
回
の
改
正
に
当
た
り
、
調
理

業
務
を
外
部
事
業
者
に
委
託
す
る
場
合
に

は
、
令
和
３
年
５
月
末
ま
で
に
営
業
許
可

を
取
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。な
お
、
大
量

調
理
施
設
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
し
た

が
っ
て
衛
生
管
理
を
行
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
新
た
な
対
応
は
必
要
な
い
旨
、
記
載

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
営
業
届
出
施
設
に
つ

い
て
も
、
食
品
衛
生
責
任
者
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
留
意
さ
れ
た
い
。

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準

今
回
、
食
品
衛
生
法
で
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制

度
化
が
導
入
さ
れ
た
が
、
学
校
給
食
法
で

は
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
「
学
校
給
食

衛
生
管
理
基
準
」
が
告
示
さ
れ
て
お
り
、

10
年
以
上
前
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
よ
る
衛
生

管
理
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。

表
５
の
と
お
り
、
関
連
の
各
種
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
改
善
事
例
等
に
つ
い
て
提
示

さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。特
に
、

調
理
従
事
者
研
修
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
指
針
に
つ
い
て
は
、
参
考

に
な
る
と
考
え
る
。

な
お
、学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
で
は
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
等
か
ら
、
調
理
従
事

者
用
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
個
室
内
に

手
洗
い
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
は
、東
京
都
Ｈ
Ｐ
の
「
食
品
衛
生
の
窓
」

に
「
男
性
の
小
用
時
手
指
汚
染
実
験
」
に

つ
い
て
興
味
あ
る
記
載
が
あ
る
の
で
参
考

と
さ
れ
た
い
。

検
食
（
保
存
食
）
の
保
存

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
制
度
化
と
と
も
に
、
今

ま
で
各
自
治
体
が
条
例
で
規
定
し
て
い
た

「
公
衆
衛
生
上
講
ず
べ
き
措
置
基
準
」
に

つ
い
て
は
、
省
令
で
「
公
衆
衛
生
上
必
要

な
措
置
基
準
」
と
さ
れ
全
国
一
律
と
な
り

平
準
化
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
給
食
施
設

に
つ
い
て
は
、
大
量
調
理
施
設
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
通
知
に
基
づ
き
、
原
材

料
や
調
理
済
み
食
品
の
検
食
の
保
存
を
指

導
し
て
き
た
。
今
回
、
公
衆
衛
生
上
必
要

な
基
準
が
省
令
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

大
量
調
理
施
設
（
一
回
３
０
０
食
ま
た
は

１
日
７
５
０
食
以
上
）
に
つ
い
て
は
、
検

食
（
原
材
料
と
調
理
済
み
食
品
の
保
存
）

が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
特
に
従

来
、
原
材
料
の
保
存
に
つ
い
て
は
努
力
規

定
で
あ
っ
た
自
治
体
も
多
い
こ
と
か
ら
、

対
象
と
な
る
弁
当
・
惣
菜
工
場
な
ど
で
は
、

対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
。

食
品
衛
生
監
視
票

令
和
３
年
３
月
、
保
健
所
の
食
品
衛
生

監
視
員
が
営
業
施
設
を
監
視
指
導
す
る
際

に
使
用
す
る
、
新
し
い
食
品
衛
生
監
視
票

が
通
知
さ
れ
て
い
る
。
監
視
票
の
構
成
と

表４　集団給食施設の取扱いについて　R2.8.5日薬生食監0805第３号

一　HACCPに沿った衛生管理について
（1）「大量調理施設衛生管理マニュアル」・・に従って衛生管理を
実施している場合は、新たな対応は生じないこと。中小規模等の施
設においては、・・手引書を参考にしてHACCPに沿った衛生管理
を実施すること。

（2）食品衛生責任者の設置について
二　営業の届出について
（1）集団給食施設の設置者又管理者は保健所に届出
（2）調理業務を外部事業者に委託する場合は営業許可を取得

表５　学校給食に関する衛生基準やマニュアル等

平成 9年 大量調理施設衛生管理マニュアル、学校給食衛生管理基準
平成14～16年 食中毒防止のための学校給食調理環境改善事例第１～３集
平成17年 食中毒防止のための学校給食調理環境改善事例第４集

四訂学校給食における食中毒防止の手引き
平成20年 学校給食調理場における手洗いマニュアル
平成21年 学校給食衛生管理基準、洗浄・消毒マニュアルPartⅠ、

学校給食における食中毒防止Q&A
平成22年 洗浄・消毒マニュアルPartⅡ、

学校給食において発生した食中毒事例集
平成23年 学校給食衛生管理基準の解説─学校給食における食中毒防

止の手引き─
衛生管理＆調理技術マニュアル

平成24年 学校給食調理従事者研修マニュアル
平成25年 学校給食施設・設備の改善事例集
平成27年 学校給食における食物アレルギー対応指針
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配
点
を
表
６
に
示
し
た
。「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

に
基
づ
く
衛
生
管
理
」
を
行
う
大
規
模
施

設
の
監
視
指
導
で
は
、
こ
の
ま
ま
使
用
す

る
が
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
衛
生
管
理
」
を
実
施
す
る
小
規
模

施
設
で
は
、
全
般
的
な
事
項
で
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
管
理
の
内
容
も
含
め
て
評
価
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
全
般
的
な
事

項
５
項
目
と
一
般
的
衛
生
管
理
25
項
目
の

計
30
項
目
で
採
点
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

項
目
数
の
わ
り
に
全
般
的
事
項
に
対
す
る

配
点
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
衛
生
管
理
計

画
や
手
順
書
の
作
成
、
記
録
の
保
存
、
検

証
と
見
直
し
と
と
も
に
、
食
品
取
扱
者
へ

の
教
育
訓
練
に
つ
い
て
の
配
点
が
高
い
。

こ
の
通
知
で
は
、食
品
衛
生
監
視
票
の
他
、

使
用
方
法
、
評
価
の
考
え
方
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
給
食
業
務
の
委
託
先
か

ら
こ
の
監
視
票
の
写
し
の
提
示
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一

読
さ
れ
自
己
採
点
し
て
お
く
こ
と
を
お
す

す
め
す
る
。

業
種
見
直
し
と
営
業
届
出
の
創
設

今
回
の
食
品
衛
生
法
改
正
で
、
永
年
改

正
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
営
業
許
可
業
種
が

見
直
さ
れ
、
新
た
に
32
業
種
に
整
理
さ
れ

た
。
改
正
前
は
許
可
業
種
で
あ
っ
た
乳
類

販
売
業
な
ど
は
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
営

業
届
出
の
対
象
（
注
１
）
と
な
っ
た
。
給

食
施
設
内
で
、
仕
入
れ
た
弁
当
や
調
理
パ

ン
、
冷
蔵
の
必
要
な
乳
、
乳
製
品
な
ど
を

販
売
す
る
場
合
に
は
、
新
た
な
営
業
届
出

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
留
意
さ
れ
た

い
。
な
お
、
今
ま
で
乳
類
販
売
業
を
取
得

し
て
い
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
届

出
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
。不
明
な
点
は
、

管
轄
の
保
健
所
に
確
認
さ
れ
た
い
。

営
業
許
可
施
設
基
準
の
平
準
化

今
回
の
改
正
で
、
施
設
基
準
に
つ
い
て

も
全
国
の
平
準
化
が
諮
ら
れ
て
い
る
。
都

道
府
県
等
が
条
例
で
規
定
す
る
こ
と
は
同

じ
で
あ
る
が
、
省
令
別
表
19
に
示
さ
れ
た

参
酌
基
準
に
沿
っ
て
規
定
す
る
こ
と
で
、

全
国
で
ほ
ぼ
一
律
と
な
り
平
準
化
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
平

成
30
（
２
０
１
８
）
年
４
月
に
参
議
院
の

附
帯
決
議
が
出
さ
れ
、
営
業
者
に
新
た
な

コ
ス
ト
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
施
設

（
ハ
ー
ド
）
は
そ
の
ま
ま
で
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
（
ソ
フ
ト
）
を
導

入
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
全

般
的
に
は
規
制
緩
和
さ
れ
た
施
設
基
準
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
手
洗
い
設
備
の

水
栓
に
つ
い
て
は
、
再
汚
染
が
防
止
で
き

る
構
造
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
表
７
・

図１　再汚染が防止できる構造（例）

東京都HP「食品衛生の窓」食品関係営業許可の手引きより引用
kyoka_tebiki2021（tokyo.lg.jp）

表６　食品衛生監視票の構成と配点

監視項目 項目 配点 全般的な事項（営業者の責務） 配点

全般的な事項 5 26 1 衛生管理計画作成 4

一般的衛生管理 25 42 2 必要な手順書の作成 6

HACCP管理 ※ 7 38 3 食品取扱者への教育訓練 8

その他 3 0 4 衛生管理の記録・保存 4

計 40 106 5 計画・手順書の検証と見直し 4

※HACCPの考え方を取り入れた衛生管理施設は全般的な事項で評価

表７　食品衛生法施行規則　別表19　共通基準

三　施設の構造及び設備

チ　従業者の手指を洗浄消毒する装置を備えた流水式
手洗い設備を必要な個数有すること。なお、水栓は洗
浄後の手指の再汚染が防止できる構造であること。

四　機械器具

ト　作業場を清掃等するための専用の用具を必要数備
え、その保管場所及び従事者が作業を理解しやすくす
るために作業内容を掲示するための設備を有するこ
と。
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食品衛生総括責任者講習会

図
１
）。
ま
た
、
掲
示
設
備
に
つ
い
て
の

記
載
も
あ
る
の
で
、
施
設
の
改
善
が
必
要

と
な
る
施
設
も
あ
る
と
考
え
る
。

八
潮
市
で
の
大
規
模
食
中
毒

令
和
３
年
３
月
22
日
に
薬
事
食
品
衛
生

審
議
会
食
中
毒
部
会
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
審
議
会
で
、
患
者
数
が

５
０
０
人
以
上
の
食
中
毒
事
件
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
中
で
も
八
潮
市
の
給
食
セ

ン
タ
ー
で
の
事
件
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告

さ
れ
て
い
る
（
表
８
）。
厚
生
労
働
省
の

審
議
会
Ｈ
Ｐ
に
、
議
事
録
や
資
料
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
さ
れ
た
い
。

こ
の
事
件
で
は
、
７
月
２
日
（
金
）
か
ら

４
日
（
日
）
ま
で
３
日
間
の
営
業
停
止
が

命
令
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
再
発
防
止
策
と
し
て
は
、
大
量

調
理
施
設
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守

し
て
い
な
か
っ
た
事
業
者
、
業
務
委
託
先

の
衛
生
管
理
を
十
分
に
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
教
育
委
員
会
、
保
健
所
の
監
視
指

導
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ

て
い
る
（
表
９
）。
食
品
事
業
者
だ
け
で

な
く
、
行
政
も
教
訓
と
す
べ
き
事
件
で

あ
っ
た
。

営
業
停
止
処
分
と
取
消
訴
訟

平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
１
月
和
歌
山

県
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
７
０
０
名
を
超
え

る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
事
件
が
発
生
し

た
た
め
、
和
歌
山
県
は
14
日
間
の
営
業
停

止
を
命
じ
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
調
理
従

事
者
も
同
一
の
給
食
を
喫
食
し
て
お
り
、

原
因
食
「
磯
和
え
」
や
、
調
理
従
事
者
の

検
便
か
ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
し
た
た

め
、
調
理
従
事
者
か
ら
の
二
次
汚
染
が
疑

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
東
京
都
で
複
数
の
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
事
件
が
発
生
し
、
和
歌
山
県

の
事
例
も
含
め
て
原
因
は
同
一
ロ
ッ
ト
の

「
刻
み
海
苔
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
ど
の
施
設
で
も
、「
刻
み
海
苔
」
を

食
材
に
乗
せ
た
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
不

可
抗
力
な
事
件
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
メ
ニ
ュ
ー
、
食
材
調

達
、
調
理
方
法
等
に
つ
い
て
は
自
治
体
が

決
め
て
お
り
、
調
理
業
務
だ
け
を
受
託
し

て
い
た
。
こ
の
た
め
、
む
し
ろ
「
刻
み
海

苔
」
を
仕
入
れ
た
自
治
体
に
管
理
責
任
が

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
た
（
表
10
）。

通
常
、
食
中
毒
発
生
に
よ
り
営
業
禁
停

止
処
分
を
受
け
た
事
業
者
は
、
給
食
業
務

受
託
の
競
争
入
札
等
に
３
～
５
年
間
は
参

加
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
事
業
者
は
や
む
な
く
和
歌
山
県
に

対
し
て
、
審
査
請
求
、
執
行
停
止
、
取
消

訴
訟
を
提
起
し
た
も
の
と
考
え
る
。な
お
、

和
歌
山
地
裁
は
営
業
停
止
命
令
書
に
行
政

手
続
法
に
基
づ
く
処
分
理
由
の
明
記
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
処
分
取
消
を
認
容
し

て
い
る
（
表
11
）。

こ
の
事
件
を
契
機
に
、
行
政
で
は
行
政

手
続
法
に
則
っ
て
不
利
益
処
分
命
令
書
に

は
違
反
条
項
や
理
由
を
明
記
す
る
こ
と
が

表８　埼玉県学校給食での食中毒

年月日 令和２年６月26日㈮
原因施設 埼玉県内給食センター

患者／喫食 2,958名／6,762名
原因食品 海藻サラダ
病因物質 病原大腸菌O ７：H ４

推定原因

①原材料の汚染
②前日調理（水戻し）
③長時間不適温度で保管
④加熱せずそのまま提供

営業停止 ７/ ２～７/ ４（３日間）

表９　再発防止策

１ 当該事業者
①検証実験に基づく調理工程の見直し
②大量調理施設衛生管理マニュアルの遵守

２ 八潮市
①業務委託先の衛生管理状況の把握
②学校給食衛生管理基準等の確認

３ 埼玉県
①類似業態に対する事例共有及び講習会
②監視指導体制の見直し

表10　和歌山県学校給食での食中毒

発生年月日 平成29年１月26日㈬
原因施設 御坊市給食センター

患者／喫食 763名／2,062名
原因食品 磯和え（1/25の昼食）
病因物質 ノロウイルスＧⅡ

原因 調理従事者からの二次汚染が疑われたが、後に「刻み海苔」
が原因と判明した

営業停止 1/28㈮～2/10㈭14日間
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通
知
（
注
２
）
さ
れ
て
い
る
。
行
政
手
続

法
で
は
、「
行
政
指
導
の
一
般
原
則
」や「
行

政
処
分
の
方
式
」
で
同
様
の
規
定
を
定
め

て
い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

な
お
、
こ
の
事
件
の
教
訓
と
し
て
は
下

記
の
２
点
が
考
え
ら
れ
る
が
、
な
か
な
か

実
行
は
難
し
そ
う
だ
。

・
調
理
従
事
者
は
給
食
を
食
べ
な
い

・
乾
物
で
も
仕
入
品
の
検
食
を
実
施

営
業
停
止
処
分
と
処
分
取
消
し

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
11
月
、
墨
田

区
内
の
保
育
園
で
「
き
つ
ね
う
ど
ん
」
を

食
べ
た
園
児
が
ヒ
ス
タ
ミ
ン
食
中
毒
と

な
っ
た
。
墨
田
区
は
５
日
後
に
６
日
間
の

営
業
停
止
を
命
令
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

墨
田
区
で
は
事
件
の
検
証
を
行
い
、
保
育

園
で
の
調
理
に
は
衛
生
的
な
瑕
疵
が
な

か
っ
た
こ
と
を
公
表
し
て
営
業
停
止
処
分

を
撤
回
し
て
取
消
し
て
い
る
（
表
12
）。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
区
報
で
左
記
の
よ

う
に
公
表
し
て
い
る
。

処
分
後
の
原
因
究
明
の
結
果
、
当

日
使
用
し
た
醤
油
、
だ
し
パ
ッ
ク
に

含
ま
れ
て
い
た
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
原
因

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
含
有
量

は
微
量
で
あ
り
違
法
な
も
の
と
は
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
調
理
工

程
の
検
証
の
結
果
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が

生
成
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定
さ
れ
ま

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
初
の
営
業

停
止
処
分
は
、
健
康
被
害
の
拡
大
防

止
の
た
め
、
法
に
基
づ
い
た
適
切
な

措
置
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で

当
該
事
業
者
に
食
品
衛
生
法
違
反
行

為
が
認
め
ら
れ
ず
、
行
政
指
導
が
相

当
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、

営
業
停
止
処
分
を
取
消
し
ま
し
た
。

自
ら
が
実
施
し
た
処
分
を
撤
回
す
る
こ

と
に
は
、
行
政
内
部
で
喧
々
諤
々
の
論
議

が
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
す
る
。
し
か
し
、

本
件
は
、
今
後
の
不
利
益
処
分
の
考
え
方

や
内
容
に
つ
い
て
、
大
き
な
影
響
を
与
え

る
事
例
で
あ
り
、
個
人
的
に
は
、
墨
田
区

の
大
英
断
を
称
賛
し
た
い
。

不
利
益
処
分
等
の
平
準
化

従
前
か
ら
、
全
国
展
開
し
て
い
る
コ
ン

ビ
ニ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
で
は
、
自

治
体
ご
と
に
施
設
基
準
や
食
品
取
扱
い
に

関
す
る
指
導
が
異
な
る
こ
と
に
当
惑
し
、

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ

た
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
食
品
衛
生
法
改

正
で
は
、
施
設
基
準
や
公
衆
衛
生
上
必
要

な
措
置
基
準
を
全
国
で
一
律
に
す
る
と
と

も
に
、
監
視
指
導
に
つ
い
て
も
食
品
衛
生

監
視
票
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
国
内
の
監

視
指
導
の
平
準
化
を
諮
っ
て
い
る
。

食
中
毒
発
生
時
の
不
利
益
処
分
に
つ
い

て
は
、
各
自
治
体
に
任
さ
れ
て
い
る
が
、

前
述
の
よ
う
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

同
じ
よ
う
な
食
中
毒
事
件
に
も
関
わ
ら

ず
、
和
歌
山
県
と
埼
玉
県
で
の
不
利
益
処

分
の
内
容
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
処
分
が
取
り
消
さ
れ
た
も
の
の
、
微

量
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
で
の
事
故
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
後
に
、
６
日
間
の
営
業
停
止

処
分
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
疑

問
が
残
る
。
今
後
、
不
利
益
処
分
に
つ
い

て
も
、
全
国
で
平
準
化
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
れ
て
い
る
。

表12　墨田区内での食中毒と処分取消

発生年月日 令和２年11月11日㈬
原因施設 墨田区保育園給食

患者／喫食 28名／91名
原因食品 きつねうどん
病因物質 ヒスタミン
推定原因 だしや醤油に微量のヒスタミンが含有されていた。
営業停止 11/16㈪～21㈯６日間

事業者への説明　令和３年３月29日
処分取消と公表　令和３年４月16日

表11　給食施設が提訴した不利益処分の取消訴訟

審査請求 平成29年３月３日審査請求　→　平成29年５月26日却下

取
消
訴
訟

提訴 平成29年５月２日提起
執行 【申立て】平成29年５月19日【決定】平成29年９月28日
停止 本案事件の第１審判決後60日まで本件処分の効力を停止、

判決
内容

平成29年10月27日　和歌山地裁平成29年（行ウ）２号
【事件名】営業停止命令取消請求事件【裁判結果】認容　
　①　処分行政庁の営業停止処分を取り消す
　②　訴訟費用は被告の負担とする

控訴 平成30年１月16日付

和解
和歌山県 　営業停止処分を取り消す。控訴を取り下げる
営業者 処分の適法妥当性を認め賠償や補償を求めない

和歌山県の公表 平成30年1月25日県政ニュースに知事コメントを掲載
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食品衛生総括責任者講習会

コ
ー
デ
ッ
ク
ス
規
格
の
改
訂

前
述
の
手
引
書
策
定
の
た
め
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
は
、
参
考
資
料
と
し
て
各
種
の
Ｃ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
規
格
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

し
ば
し
ば
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
規
格
の
食

品
衛
生
の
一
般
原
則
の
中
で
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
令
和
２

（
２
０
２
０
）
年
、
13
年
ぶ
り
に
こ
の
規

格
が
改
訂
さ
れ
、
新
た
に
「
食
品
安
全
に

対
す
る
経
営
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
等

が
追
加
さ
れ
た
。
民
間
認
証
で
あ
る
Ｉ
Ｓ

Ｏ
２
２
０
０
０
、
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０

や
Ｊ
Ｆ
Ｓ
規
格
な
ど
に
も
、
こ
の
考
え
方

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
整
合
性
が
諮
ら

れ
た
も
の
と
考
え
る
。
今
後
、
関
連
の
Ｃ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
規
格
が
順
次
改
訂
さ
れ
る
も
の

と
考
え
る
。
改
正
食
品
衛
生
法
の
附
則
に

も
、
施
行
後
５
年
を
目
途
に
検
討
し
必
要

が
あ
れ
ば
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
手
引
書
策
定
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
３
回
改
訂
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
改
訂
に
準
じ
て
食

品
事
業
者
団
体
の
手
引
き
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

食
品
安
全
文
化
の
醸
成

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
９
月
に
厚
生

労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
東
京
大
学
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
「
Ｃ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
改
訂
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
冒
頭
で
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
の
食
品
衛
生
部

会
の
エ
ス
テ
フ
ァ
ン
議
長
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

制
度
化
に
臨
む
日
本
に
対
し
て
次
の
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
の
で
紹
介

し
た
い
。

『
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
な
ど
新
し
い
変

化
は
痛
み
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
良
い
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
計
画
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、

食
品
事
業
者
と
規
制
当
局
が
継
続
的
な
協

議
を
行
い
、
双
方
が
理
解
し
て
合
意
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
食

品
事
業
者
や
そ
の
従
業
員
が
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
制
度
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
、
従
業

員
が
導
入
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
、「
食
品
安
全
文
化
」
が

醸
成
さ
れ
る
。』

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
に
、
行
政
と

食
品
事
業
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

密
に
し
て
、よ
り
良
い
「
食
品
安
全
文
化
」

が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

注
１　
「
営
業
届
出
業
種
の
設
定
に
つ
い
て
」
薬

生
食
監
発
０
３
３
１
第
２
号
令
和
２
年
３
月

31
日

注
２　
「
食
品
衛
生
法
等
に
基
づ
く
処
分
の
理
由

の
提
示
に
つ
い
て
」
薬
生
食
監
発
０
３
２
９

第
１
号
平
成
30
年
３
月
29
日
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給
食
の
領
域
拡
大
と
と
も
に
急
成
長

　

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
の
創
業
か
ら
東
京
都
文
京
区

に
拠
点
を
置
き
、
食
を
中
心
と
し
た
事
業
を
50
年
に
わ
た

っ
て
展
開
し
て
い
る
の
が
株
式
会
社
東
京
天
竜
だ
。
平
成

22
年
に
、
二
代
目
と
し
て
東 

雅
臣
さ
ん
が
代
表
取
締
役

に
就
任
し
、
現
在
は
関
東
圏
を
中
心
に
幅
広
い
事
業
展
開

で
経
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
「
創
業
当
初
は
企
業
の
社
員
食
堂
が
中
心
で
、
学
校
給

食
、医
療
や
福
祉
へ
と
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

医
療
福
祉
系
の
分
野
で
は
後
発
で
す
が
、
中
小
企
業
側
に

メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
を
委
託
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
や
不
安
も

な
く
な
っ
て
き
た
頃
だ
っ
た
の
で
、
丁
寧
に
仕
事
を
す
る

こ
と
で
次
第
に
受
託
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

　

実
直
な
仕
事
が
実
を
結
び
、受
託
施
設
は
増
え
て
い
く
。

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
世
界

経
済
が
深
手
を
負
う
中
、
採
用
ツ
ー
ル
が
求
人
誌
か
ら
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
媒
体
へ
移
行
す
る
過
渡

期
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
採
用
活
動
を
成
功
さ
せ
、
従
業
員
も

増
加
し
た
。

　
「
不
景
気
で
も
給
食
事
業
は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、

人
手
が
必
要
で
し
た
。
し
っ
か
り
と
人
員
を
確
保
し
手
堅

く
事
業
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
急
成
長
の
大

き
な
要
因
に
な
り
ま
し
た
。」

　

近
年
で
は
新
た
な
領
域
に
も
足
を
踏
み
入
れ
て
お
り
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
と
し
て
複
数
の
飲
食
店
を
運
営
す
る

ほ
か
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
イ
タ
リ
ア
ン
酒
場
「
え
す

と
」、
プ
リ
ン
販
売
店
「vuke

（
ブ
ー
ケ
）」
な
ど
を
手

 

株式会社 東 京天竜
お客様のために、一生懸命～

介護
育児との両立を図り、時短勤務で働く管理
栄養士・服部さん（写真上）。手際よく盛付
作業を行う厨房スタッフ（写真左下）

会員企業
紹介
no.031
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一般財団法人 天誠会  武蔵境病院

ふれあい農園がじゅまる

社員食堂事業社員食堂事業

メディカル給食事業メディカル給食事業

外食・宿泊事業外食・宿泊事業

雇用創出事業雇用創出事業

武蔵境病院系列の老人保健施設。献立は共通のものを使う。武蔵境病院系列の老人保健施設。献立は共通のものを使う。
行事食やイベント食はコロナ禍で行われるケースが減ったが、行事食やイベント食はコロナ禍で行われるケースが減ったが、
献立や盛り付けで季節感を出し工夫を測っている。献立や盛り付けで季節感を出し工夫を測っている。

2014年より受託する武蔵境病院。あんず苑と合わせた食数2014年より受託する武蔵境病院。あんず苑と合わせた食数
は1日あたり約260食。とろみ・刻みなど病院スタッフと連は1日あたり約260食。とろみ・刻みなど病院スタッフと連
携を図りながら対応しています。携を図りながら対応しています。

この日のメイン料理は宮崎県の郷土料理のチキン南蛮。このこの日のメイン料理は宮崎県の郷土料理のチキン南蛮。この
ほか、カレーライスが人気で月2回提供しています。ほか、カレーライスが人気で月2回提供しています。

千葉の農園を借りて取り組んでいる雇用創出事業の１つ。千葉の農園を借りて取り組んでいる雇用創出事業の１つ。
１人でも多くの仲間と働くために、１人でも多くの仲間と働くために、障害者の方にも雇用・障害者の方にも雇用・
実習の機会を創出している。実習の機会を創出している。

介護老人保健施設 あんず苑

社員食堂事業社員食堂事業

メディカル給食事業メディカル給食事業

外食・宿泊事業外食・宿泊事業

雇用創出事業雇用創出事業

会員企業紹介
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代表取締役　東　雅臣さん。「一緒に歩んできた従業員
たちの力があってこそ」と、インタビューの合間合間
でスタッフへの感謝の言葉が語られる姿が印象的。

が
け
、
ま
た
美
容
事
業
と
し
て
「
イ
レ
ブ

ン
カ
ッ
ト
」
を
東
京
・
埼
玉
・
千
葉
エ
リ

ア
で
展
開
し
て
い
る
。

　
「『
な
ぜ
美
容
室
を
？
』
と
聞
か
れ
る
こ

と
は
多
い
の
で
す
が
、
美
容
室
チ
ェ
ー
ン

の
運
営
は
外
食
と
非
常
に
似
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
そ
の
ま
ま
横

展
開
で
き
ま
す
。立
地
や
集
客
を
検
証
し
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
安

定
し
て
い
く
と
い
う
点
や
、
働
く
人
の
多

く
は
職
人
気
質
の
技
術
者
で
あ
る
こ
と
も

共
通
点
で
す
。
た
だ
、
飲
食
の
世
界
で
一

流
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
に
な
れ
る
人
が

限
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
く
、
誰
も
が
カ

リ
ス
マ
美
容
師
に
な
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
方
々
が
我
々
の
と

こ
ろ
に
来
て
、
腕
を
振
る
っ
て
く
れ
る
。

特
に
こ
の
イ
レ
ブ
ン
カ
ッ
ト
で
は
、
女
性

向
け
の
手
軽
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
美
容
室

と
い
う
ニ
ー
ズ
に
ヒ
ッ
ト
し
、
外
食
事
業

よ
り
も
先
に
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」

常
に
「
従
業
員
の
た
め
」
を

考
え
る

　

現
在
、
同
社
の
売
上
シ
ェ
ア
は
８
割
を

給
食
が
占
め
て
い
る
。
多
角
的
な
事
業
運

営
の
意
図
を
尋
ね
る
と
、
東
社
長
は
こ
う

答
え
た
。

　
「
一
つ
は
従
業
員
の
考
え
方
が
変
わ
り
、

視
野
が
広
が
る
こ
と
。
給
食
業
界
は
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
的
な
存
在
ゆ
え
に
製
造
業
や
技

術
職
の
よ
う
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
こ
で

対
面
で
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
る
こ

と
で
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
従
業
員
満
足
と

雇
用
の
安
定
化
。
調
理
師
さ
ん
が
辞
め
る

と
き
『
も
う
一
度
飲
食
店
で
働
き
た
い
』

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ん
で
す
。

当
社
が
飲
食
店
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
異
動

だ
け
で
希
望
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
互
い
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
大
き
い
。
毎
日

給
食
を
や
っ
て
い
る
と
隣
の
芝
生
が
青
く

見
え
て
き
ま
す
が
、
や
は
り
外
食
に
は
外

食
の
苦
労
が
あ
り
ま
す
。逆
に
給
食
で
は
、

毎
日
決
ま
っ
た
仕
事
が
必
ず
あ
る
と
い
う

あ
り
が
た
み
が
あ
り
ま
す
。
お
客
様
が
来

な
い
か
ら
暇
と
い
う
こ
と
が
な
い
の
で
、

や
る
気
が
空
回
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
飲
食
系
で
は
珍
し
い
特
徴
な

ん
で
す
。
当
た
り
前
に
な
る
と
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
異
業
種
の
仕
事

を
持
つ
こ
と
で
、
給
食
事
業
へ
の
理
解
を

得
や
す
く
な
り
ま
し
た
ね
。」
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本社のエントランスには、オフィシャルスポンサ
ーのチームユニフォーム、リーグで活躍する選手
の写真が飾られ、華やかで明るい。

　
「
そ
し
て
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
地

道
に
重
ね
る
こ
と
が
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
し
た
。
だ
か
ら
実
は
売
上
や

利
益
で
は
な
く
、
従
業
員
満
足
度
を
上
げ

る
た
め
の
雇
用
確
保
の
一
環
な
ん
で
す
。」

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
東
社
長
の
語
る
取
り

組
み
の
多
く
が
「
従
業
員
の
た
め
」
と
い

う
目
的
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
範
疇

は
、
外
食
や
美
容
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。

平
成
29
年
に
は
Ｂ
リ
ー
グ
（
プ
ロ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）
の
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ

ふ
な
ば
し
と
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
を
、
令
和
2

年
に
は
Ｊ
リ
ー
グ
の
浦
和
レ
ッ
ド
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ズ
と
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
契

約
を
締
結
し
た
。

　
「
若
い
栄
養
士
さ
ん
の
中
に
は
将
来
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
方
が

少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
立
さ
せ
る
の
は
非
常
に
難
し

い
。
そ
ん
な
中
で
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ
さ
ん
の

昨
年
4
月
に
新
設
さ
れ
た
体
育
館
で
、
食

堂
の
図
面
設
計
か
ら
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
す
べ
て
お
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
突

発
的
な
試
合
の
中
止
や
延
期
が
あ
り
、
シ

フ
ト
や
仕
入
れ
な
ど
運
用
面
で
は
非
常
に

難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
間
接

的
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
従
業
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
将
来
の
目
標
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
浦
和
レ
ッ
ズ
さ
ん
に
は
、
業
界

の
第
一
人
者
と
い
え
る
豊
富
な
経
験
を
お

持
ち
の
栄
養
士
さ
ん
が
チ
ー
ム
専
属
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
方
に
昨
年
12
月

か
ら
弊
社
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
就
任

い
た
だ
き
、
今
後
は
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
給

食
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
に
携
わ
り
た
い

と
い
う
栄
養
士
に
向
け
た
勉
強
会
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
機
会
を
作
っ
て
い
く
予

定
で
す
。」

　
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を
会
社
が
応
援
し

て
い
る
と
楽
し
い
し
、
一
緒
に
盛
り
上
が

っ
て
く
れ
る
従
業
員
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
当
初
は
意
図
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
新
卒
採
用
で
学
生
の
方
々
へ
の
フ
ッ

ク
に
な
る
な
ど
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の

効
果
も
実
感
し
て
い
ま
す
。」 

　

障
害
者
雇
用
で
も
同
様
に
、
従
業
員
満

足
を
追
求
し
て
い
る
。
同
社
が
運
営
す
る

「
ふ
れ
あ
い
農
園
が
じ
ゅ
ま
る
」
で
は
、

重
度
知
的
障
害
者
を
従
業
員
と
し
て
雇
用

し
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
の
栽
培
を
手
が

け
て
い
る
。

　
「
少
し
で
も
働
き
が
い
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
獲
れ
た
作
物
は
お
客
様
の

会員企業紹介
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ハウス内では、さまざまな野菜が栽培される（右）。出荷
前の新鮮なオーガニック野菜（左上）。現役のスポーツ選
手に求められるバランスの取れた食事を提供する（左下）

事
業
所
で
使
用
し
た
り
、
弊
社
が
運
営
し

て
い
る
飲
食
店
や
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
卸
し
た
り
な
ど
、
す
べ
て
流
通

に
乗
せ
て
い
ま
す
。」

　
「
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
一
番
良
か

っ
た
こ
と
は
、最
初
に
入
社
し
た
３
名
が
、

10
年
経
っ
た
今
も
一
人
も
辞
め
る
こ
と
な

く
続
け
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
こ
に

も
、
東
社
長
の
「
従
業
員
の
た
め
」
と
い

う
視
点
が
垣
間
見
え
る
。

新
卒
か
ら
定
年
ま
で
働
け
る

会
社
を
目
指
し
て

　

一
般
的
に
、
給
食
会
社
の
研
修
に
は
調

理
技
術
や
食
材
の
知
識
、
衛
生
研
修
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
社
で
も
も
ち
ろ
ん
そ

れ
ら
は
実
施
し
て
い
る
が
、
東
社
長
が
重

要
視
す
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
「
弊
社
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

考
え
方
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
、
ビ
ジ

ネ
ス
ス
キ
ル
の
研
修
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
特
に
新
卒
の
社
員
に
は
私
自
身
が
講

師
と
し
て
3
年
間
に
わ
た
り
、
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
研
修
を
年
間
20
～

30
回
ほ
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。
働
き
や
す

い
、
や
り
が
い
の
あ
る
環
境
を
作
る
た
め

に
変
え
て
い
く
の
は
本
人
た
ち
次
第
。
そ

れ
を
最
大
限
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
、
私

の
役
割
で
す
。」

　

研
修
で
集
ま
る
機
会
が
多
い
と
、
同
期

の
社
員
同
士
の
仲
が
良
く
な
り
、
自
分
が

東
京
天
竜
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
い
う
つ

な
が
り
を
実
感
で
き
る
機
会
に
も
な
っ
て

い
る
。
経
験
を
積
む
と
互
い
に
仕
事
の
相

談
も
で
き
、
役
職
が
違
っ
て
も
同
期
な
ら

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
せ
る
。
そ
の
絆
が
で

き
た
こ
と
が
、
研
修
の
中
身
以
上
に
大
き

な
収
穫
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
給
食
に
限
ら
ず
生
き
て
い
く
上
で
将

来
困
ら
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
始
め
た
こ

と
が
、
思
い
が
け
な
い
副
産
物
を
生
み
出

し
ま
し
た
。
従
業
員
、
特
に
新
卒
の
社
員

に
は
親
の
よ
う
な
気
持
ち
で
接
し
、
そ
の

人
生
に
責
任
を
感
じ
て
も
い
る
の
で
、
彼

ら
が
研
修
を
通
じ
て
多
く
の
も
の
を
掴
み

取
っ
て
く
れ
る
の
は
、
と
て
も
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。」

　

東
社
長
が
そ
こ
ま
で
従
業
員
に
コ
ミ
ッ

ト
す
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
東
社
長
が

入
社
し
て
か
ら
10
年
あ
ま
り
、
財
務
状
況

は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、
そ
の
一
番
苦
し
い
時
期
を
乗
り

越
え
Ｖ
字
回
復
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
な
い
従
業
員
た
ち

が
い
た
か
ら
こ
そ
だ
っ
た
。

　
「
世
の
中
に
た
く
さ
ん
の
給
食
会
社
が

あ
る
中
で
、
弊
社
を
選
ん
で
く
れ
た
の
は

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
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。
中小企業にとって「現状維持」は衰退、と言い切る
東社長。従業員満足を追求した先に会社の成長があ
る、と未来像を語る社長の瞳は優しくあたたかい。

※室内での取材は基本的にマスクを着用いただき、撮影時のみマスクを外していただきました。

株式会社 東京天竜
［本社］

〒113-0033
東京都文京区本郷二丁目27番20号 
本郷センタービル7階
電話　03-3813-3495
総従業員数　2,180名
　　（男 356名・女 1,824名 パート従業員含む）
　※令和 4年 3月現在

ま
す
。
そ
れ
は
新
卒
も
中
途
も
パ
ー
ト
も

同
じ
。
東
京
天
竜
は
、
そ
う
し
た
方
々
に

支
え
ら
れ
て
き
た
会
社
で
す
。」

　

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
「
会
社
を
大

き
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
ま
り
な

い
」
と
い
う
。

　
「
こ
の
20
年
間
で
、
会
社
の
成
長
や
従

業
員
の
世
代
交
代
に
関
し
て
は
結
果
を
出

せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
人

員
確
保
の
面
か
ら
も
従
来
の
よ
う
な
急
激

な
成
長
曲
線
を
描
く
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
当
社
の
よ
う
な
中
小
企
業

の
『
現
状
維
持
』
は
衰
退
に
つ
な
が
り
ま

す
。
今
後
は
従
業
員
満
足
を
追
求
し
て
い

く
こ
と
で
、
業
績
と
は
違
っ
た
視
点
で
会

社
を
成
長
さ
せ
た
い
。」

　

外
国
人
採
用
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
日
本
の
新
卒
採
用
と
同
様
に
、
家

族
の
よ
う
に
育
て
た
い
と
語
る
。

　
「
新
卒
で
採
用
し
た
方
々
が
入
社
５
年
、

入
社
10
年
と
聞
く
と
、
と
て
も
嬉
し
い
ん

で
す
。
社
会
人
と
し
て
当
社
を
選
ん
で
く

れ
た
従
業
員
が
定
年
ま
で
勤
め
上
げ
て
く

れ
る
こ
と
が
、
今
の
私
の
夢
で
す
ね
。
新

卒
で
入
社
し
て
定
年
ま
で
勤
め
ら
れ
る
会

社
に
な
れ
れ
ば
、
東
京
天
竜
が
本
当
に
良

い
会
社
に
な
れ
た
と
言
え
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
以
上
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。」
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協会だより

　2022年新年賀詞交歓会は新型コロナウイルス感染
症の再拡大、オミクロン株の拡大状況から中止となり、
理事会も前回に続きWEBにより開催しました。

2021年度第４回理事会

　日　　時　　2022年１月21日㈮
　理 事 会　　15時～16時
　会　　場　　WEBによる理事会

■審議事項
⑴●正会員の入会について
６社からの入会申込みが承認された。
◇有限会社　いおり
代表取締役　鹿田　明浩
島根県飯石郡飯南町八神639－１
◇株式会社東武
代表取締役社長　中島　照夫
宮城県仙台市青葉区立町１－２
◇エームサービス株式会社
代表取締役社長　小谷　周
東京都港区赤坂二丁目23－１
◇株式会社オレンジエイト
代表取締役　田中　宏和
埼玉県さいたま市桜区田島５－21－13　三光西
浦和ビル２階
◇株式会社ツバクロ
代表取締役　北村　英生
滋賀県蒲生郡日野町大字松尾988－１
◇エクセル・サポート・サービス株式会社
代表取締役社長　山本　浩
大阪府大阪市北区天神橋４－６－39　
●賛助会員の入会について
１社からの入会申込みが承認された。
◇北沢産業株式会社
代表取締役社長　北川　正樹
東京都渋谷区東二丁目23－10

⑵�2022年度の理事会予定日について、開催日が決定
しました。
第１回　2022年４月21日㈫　　芝パークホテル
第２回　2022年５月20日㈮　　明治記念館
第３回　2022年９月30日㈮　　浜松市内ホテル

第４回　2023年１月20日㈮　　明治記念館
第５回　2023年３月23日㈭　　芝パークホテル
⑶�外国人技能実習生の受入れについて
　25会場において374名の合格者であったことが報
告された。
⑷�2022年度の講習会・研修会日程（予定）について、
計画案で実施することが承認された。

■報告事項
・正会員の退会について
１社の退会が報告された。
◇株式会社　メグアクック　（12月31日付）

2022年度講習会・研修会日程について

1）患者給食受託責任者資格認定講習会
2022年６月９日㈭ ・10日㈮　福岡
2022年６月16日㈭・17日㈮　札幌
2022年６月22日㈬・23日㈭　東京
2022年６月29日㈬・30日㈭　大阪
2）新規採用栄養士研修会
2022年７月５日㈫� 福岡
2022年７月８日㈮� 名古屋
2022年７月13日㈬� 東京
2022年７月20日㈬� 札幌
2022年７月26日㈫� 大阪
3）食品衛生総括責任者講習会
2022年９月７日㈬　　東京
４）患者給食受託責任者継続講習会
2022年10月14日㈮　大阪
2022年10月18日㈫　福岡
2022年10月21日㈮　東京
2022年10月28日㈮　札幌
５）調理師研修会
調整中
６）管理栄養士国家試験受験準備講習会
2022年11月20日㈰� 第１回全国公開模擬試験
2023年１月15日㈰� 第２回全国公開模擬試験

〈東京アカデミー（７会場）〉
札幌校・仙台校・東京校・名古屋校・大阪校・
広島校・福岡校

理事会報告
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協会だより

始まった技能実習評価試験（専門級）
　外国人技能実習制度の認定（2018年11月16日認
定）に伴い、2020年１月より順次始まった「医療・
福祉施設給食製造職種」の初級試験は、早いもので２
年が経過しました。初回より数え68回の試験が行わ
れ、合格者は2022年２月までの間に936名（2019
年度９名、2020年度551名、2021年度376名）に
達しました。このうち受検資格にあたる３年目を迎え
た110名が専門級試験を受検しました。惜しくも学
科試験で不合格となった実習生もいましたが、再受検
に臨み合格を目指します。
　また、2020年度までに初級試験を合格した実習生
については、順次専門級試験を受検し今年の９月まで
には終了する予定です。今後は停止されていた外国人

の入国が2022年３月１日より再開されたことにより
実習生の受け入れが始まり、年末頃より新入国者の初
級試験が始まる予定です。また、来年（2023年）４
月頃からは2021年度初級試験合格者における専門級
試験が始まる予定です。この時期からは初級試験と専
門級試験の同時実施が始まることにより、当協会にお
いても会場確保がなお一層苦慮することとなりますの
で、監理団体におかれては入国後の受験手続き（受験
手続支援サイト登録）等を速やかに行うようお願いし
たいと望むところです。
　最後に今後の実習生の受検においても、スムーズな
運営に会員各社のご協力を賜りますようお願い申し上
げます。
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衛生点検員がチェックする
ポイントをご紹介します
～洗浄器具やシンクの管理には　　　　
　　　　　目を向けていますか？～

株式会社　町田予防衛生研究所

衛生点検員がチェックするポイントを

ご紹介します

～洗浄器具やシンクの管理には　　　
　　目を向けていますか？～

洗浄器具に汚れ ・劣化がない
乾燥しやすい状態で保管している

洗浄器具に汚れ ・劣化がある
乾燥しづらい状態で保管（直置き・重ね保管）

良い例 悪い例

良い例 悪い例

【 洗浄器具に汚れ・劣化がなく、保管方法が適切である 】

【厨房内シンクに汚れ・破損がなく、食器洗浄機は清潔である】

　厨房内で使用しているシンクは定期的に洗浄していますか？　

シンク内のゴミは毎日処理してもシンク自体に汚れが残ってし

まっているケースがあります。衛生点検時にはシンク内のオー

バーフロー部の汚れで指摘となるケースが多く見られます。野菜

や調理器具の洗浄の際、増殖した細菌を逆に拡げてしまったり、洗剤や消毒剤の効果を弱くしてしまう恐れもありま

すので、シンク内も洗浄し清潔に保ちましょう。

　調理器具や野菜の洗浄・殺菌等で、日頃から使用している器具やシンクは、衛生的に管理できていますか？

　スポンジ等の洗浄器具や食器洗浄機内、シンク内に汚れが残っていると、細菌が増殖し洗浄する器具や野菜等を

逆に汚染してしまうことがあります。

　そこで今回は、洗浄器具やシンク等の設備、薬剤の衛生的で安全な管理のポイントをお伝えします。

シンクに汚れ ・破損個所がない
食器洗浄機が清潔である

シンクに汚れ ・破損個所がある
食器洗浄機が汚れている

＊ワンポイントアドバイス＊

　まずは厨房内で使用している洗浄器具に、汚れや劣化がないか確認してみましょう。食品カスの残存や劣化してい

る洗浄器具を使っていませんか？　洗浄器具も定期的に、そして使用状況に応じて洗浄・消毒しましょう。

　また洗浄器具は、使い続けていると劣化します。使用時には、スポンジの破片が出ていないか、ブラシの毛先は大

きく曲がっていたり抜け等がないか点検しましょう。これらが確認されたら、すぐ交換することはもちろんですが、

できれば定期的に交換するとよいでしょう。

スポンジの消毒・除菌の例

塩素系消毒剤による消毒 煮沸による消毒 洗剤に漬け込んで除菌

　そして洗浄器具の保管状態を確認しましょう。洗浄器具をシンク縁に直置

きしていたり、洗浄器具同士で重ねて保管はしていませんか？　このように

保管していると乾燥しにくく、細菌が増えやすい状態になります。水切りカ

ゴ等を活用し、洗浄器具同士が重ならないよう立てて保管しましょう。

洗浄器具が細菌の温床にならない

ように、定期的に除菌・殺菌しま

しょう。

　洗浄機も要注意です。洗浄機自体の洗浄を怠ると汚れが蓄積してしまいます。衛生点検時では内側（洗浄部）にあ

るピンク色の汚れ（「ロドトルラ」といわれる酵母など）の指摘が多く見られます。こうし

た汚れをそのままにせず、見えにくい内側も洗浄し清潔に保ちましょう。

＊ワンポイントアドバイス＊

調理器具とシンクの洗浄用器具は、

それぞれ用意して使い分けましょう。

（株）町田予防衛生研究所では管理栄養士・栄養士の方々に向けて、LINE 公式アカウント

『管理栄養士・栄養士に役立つ食の安全情報』を開設しました。
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東北地方の遅い春
Photo by

吉田 雄次　Yuji Yoshida

（セントラルキッチン研究所　所長）

①秋田湯沢の遅い春：秋田県横手市
４月下旬、仙台から車で北秋田市の“あきたセントラルキッチン”へ向かう途中、横手の郊外で絵のように素朴で素
敵な風景を見つけました。

②親子の鴨：仙台市太白区天沼
散歩道に天沼という沼があり、毎年４月下旬から５月にかけ、鴨の親子・かわいいヒナを見ることができます。

③釜房湖の新緑：宮城県川崎町釜房湖
仙台の水がめである釜房湖は、春には水と新緑、そして蔵王をバックに四季折々の素敵な風景を彩ってくれます。

④あたたかい春の景色：宮城県川崎町釜房湖
春はワクワクする景色がいたるところにあります。重いカメラを携える足取りもおぼつかなくなってきましたが、ぼか
した桜の先に見える仲睦まじい鳥を、童心の心で映してみました。

①①

②② ③③ ④④
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編集後記
　先日、第24回オリンピック冬季競技大会が終了しました。閉会式の90秒の花火は、とてもと
ても美しいものでした。コロナ禍であり、家で過ごす時間が多くなる中でのオリンピック観戦は、
いつもと異なる映像と面白さ、ドキドキ感を与えてくれた17日間でした。IOC（国際オリンピック委
員会）のモットーは「より速く、より高く、より強く」ということでしたが、出場した選手の皆さん
のコメントは喜びや努力、または考えさせられるものが多くありました。その中に、カーリング女
子で日本代表チーム「ロコ・ソラーレ」の代表幹事を努める本橋麻里さんの言葉、

“負担の分担をしないといけないし、先手を打てるための準備をしないといけない”

という４年後を見据えた今後についての言葉が印象に残りました。
　当機関誌『笑食快膳』のコンセプトは「笑って」「食べる」を提供する人の会誌です。
各々の漢字を調べてみると

「笑」　わらう・ほほ笑む
「食」　食べる
「快」　こころよい・よろこばしい・病気が治る
「膳」　料理をのせる台・とりそろえた料理

　という意味でした。
　「笑」は、相手に受け入れを望むときの謙譲語であり、「食」には生計を立てるという意味もあ
るそうです。私たちが携わっている食事は、召し上がっている方々が笑いながら食事をできるよう
気持ち良いお膳を提供するということが大きな目的のようにも思いますが、本橋さんの言葉を、笑
食快膳に置き換えて考えてみました。
　相手に受け入れてもらえるような食べ物（負担の分担）を提供できるように努め、病気が治り健
康を維持できるよう（先手を打てる＝治るための準備）につなげなければならないという見方です。
　ところで先日、71歳の誕生日を迎えた先輩からメールが届きました。楽しい内容でしたので皆
さんにも「笑」をお届けいたします。

「17歳と71歳の違いについての考察」
〇心がもろいのが17歳、骨がもろいのが71歳
〇スマホで何でも対応の17歳、暗証番号カードの裏に書く71歳
〇スマホで地下鉄乗る17歳、診察券だし改札通れぬ71歳

　笑えるようで、でも少し身に覚えのあるような……。それでもやっぱり微笑んでしまいました。
これからも前を向いて楽しくいきましょう！
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① 組織、管理運営に関する事項
② 従事者の教育・研修に関する事項
③ 従事者の健康管理に関する事項
④ 施設・設備及び食器に関する事項
⑤ 従事者の勤務状況、業務日誌等の記録に関する事項
⑥ 業務案内書、標準作業書に関する事項
⑦ 患者・家族との対応に関する事項
⑧ 代行保証に関する事項

☑ 充実した認定基準、調査・審査体制
・専門家による実地調査と改善指導も行う調査体制。
・医療関連団体等の有識者で構成する第三者評価による厳格な認定審査。

☑ さらなるレベルアップを目指して…
・法令改正や社会情勢・環境等の変化に伴い、新しい要件の追加など適時見直し改善。
・3年毎（新規は2年）の厳格な審査により認定を更新。

☑ サービスマーク活用のメリット
・委託先の適否を判断する有力な手段。
・安定的で良質なサービスの確保。

　※サービスマーク認定事業者の最新情報は、当振興会ＨＰ（https://ikss.net）でご覧になれます。
　※「医療関連サービス NAVI」（http://www.medos-navi.or.jp）では、医療関連サービス事業者の
　　詳細な情報を提供しています

TEL：03（3238）1861（代） FAX：03（3238）1865 

　　医療関連サービス振興会では、医療関連サービスの健全な発展に資することを目的として「医療関連サ
　ービスマーク」の認定を年３回（６月、１０月、２月）行っております。

　について、厚生労働省令で定める基準にさらに良質で安定したサービスの提供に必要な要件を加えた独自
　の「認定基準」を定め、基準を満たす事業者（院内調理）・調理加工施設（院外調理）に対し、医療関連
　サービスマークの認定を行っています。

　　サービスの提供体制等として

　　医療法第１５条の３第２項及び同法施行令第４条の７第２号で、医療機関の管理者は病院における患者、
　妊婦、産婦又はじょく婦の食事の提供の業務を委託しようとするときは、当該業務を適正に行う能力のあ
　るものとして厚生労働省令で定める基準に適合するものに委託しなければならないと規定しています。

一般財団法人　医療関連サービス振興会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1丁目11番11号 第2フナトビル3F

院内調理
患者等給食

院外調理
患者等給食

安心と信頼の目印

サービスマーク認定については次の体制で運営しています
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③ 従事者の健康管理に関する事項
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⑥ 業務案内書、標準作業書に関する事項
⑦ 患者・家族との対応に関する事項
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機関誌「笑食改善」は、会員の皆様からのご原稿を募集しています！

募集テーマ
　写真募集　　研修レポート（お写真と研修内容400字）

　写真募集　　我が社の行事食・特別食（お写真とレシピ紹介400字）

　川　　柳　　募集テーマは「笑顔」「給食」「快活」「一膳」

　ＴＯＰＩＣ　　フードロスについて（〈発生抑制〉または〈再利用〉の実践報告　1,200字以内）

　自由投稿　　「TOPIC」で取り上げてほしい課題についての考察（1,200字以内）

　趣味を語る　　趣味にまつわるエッセイ（1,200字以内）+お写真１～２点

原稿書式など
◆原稿書式

　Word形式の文書をE-mailで下記アドレスにご送付ください。お写真はできるだけ高解像度のものをお送

りください

◆掲載の決定について

・表現や体裁、文字量の削減をお願いすることがあります

・個人を誹謗中傷する等公序良俗に反するもの、不正確・未確認な記述のあるもの、読者が理解困難である

等、編集委員会が判断し、掲載をお断りすることがあります

◆原稿料

　薄謝を進呈します

◆著作権

・他の著作物から図表等を転載する場合は、ご自身で転載申請を行ってください

・本誌に掲載された記事の全部、または一部を転載、または頒布される場合は、当協会の承認を必要とします

投稿先
（公社）日本メディカル給食協会「笑食快膳」編集係／E-mail　jmk_senmu@j-mk.or.jp

原 稿 募 集

編集委員長　　中　村　勝　彦　　富士産業㈱　代表取締役

委　　　員　　篠　島　良　介　　国立病院機構東京医療センター　栄養管理室長

委　　　員　　鈴　木　　　潮　　富士産業㈱　執行役員副本部長

委　　　員　　西　村　信　之　　㈱ニッコクトラスト　顧問

委　　　員　　門　間　弘　子　　㈱紅谷　安全衛生管理　室長

委　　　員　　千　田　隆　夫　　（公社）日本メディカル給食協会　専務理事
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